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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
（ａ）ボディケア製品、家庭用製品、織物又は繊維、及び
（ｂ）式
【化１】

［式中、
Ｒ1は、水素原子又は１ないし１８個の炭素原子を有するアルキル基を表わし、
Ｒは、水素原子又はメチル基を表わし、
ｎは１を表わし、
Ｅは、－Ｏ－Ｔ－（ＯＨ）b

（式中、Ｔは、１ないし１８個の炭素原子を有する直鎖又は枝分かれ鎖のアルキレン基を
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表わし、
ｂは、１、２又は３を表わすが、但し、ｂは、Ｔの炭素原子の数を越えず、かつ、ｂが２
又は３を表わす場合、各ヒドロキシル基はＴの異なる炭素原子に結合する。）を表わし、
ＨＹは、無機酸又は有機酸（ここで、カチオンの総電荷は、アニオンの総電荷と等しい。
）を表わし、及び
ＢＭはアミンを表わす。］で表わされる化合物１種以上の有効安定化量
を含む安定化組成物。
【請求項２】
ボディケア製品、家庭用製品、織物又は繊維を安定化するための方法であって、
請求項１に記載の式（Ａ*）で表わされる化合物の１種以上を、ボディケア製品、家庭用
製品、織物又は繊維中に配合すること又はボディケア製品、家庭用製品、織物又は繊維に
適用することを含む方法。

                                                                        

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、光、熱及び酸素の有害な影響に対するボディケア製品、家庭用製品、織物及
び繊維の保護のための、特定の立体障害性アミン塩化合物の使用に関する。
【０００２】
　安定化組成物は、例えば、変色に対して安定化された染料を含む。
【背景技術】
【０００３】
　背景
　国際公開第００／２５７３０号パンフレット及び国際公開第００／２５７３１号パンフ
レットは、ボディケア製品及び家庭用製品の安定化を目的としている。
【０００４】
　２００２年５月２日に出願された米国特許出願第６０／３７７，３８１号は、ボディケ
ア製品、家庭用製品、織物及び繊維の形成における、選択されたヒンダードニトロキシル
、ヒドロキシルアミン及びヒドロキシルアミン塩化合物の使用を開示しており、参照とし
てここに組み込まれる。
　２００４年８月２３日に出願された米国特許出願第６０／６０３，５９０号は、ボディ
ケア製品、家庭用製品、織物及び繊維の形成における、選択されたヒンダードニトロキシ
ル、ヒドロキシルアミン及びヒドロキシルアミン塩化合物の使用を開示しており、参照と
してここに組み込まれる。
【０００５】
　国際公開第０１／０７５５０号パンフレットは、ヒンダードアミン安定剤を用いた繊維
の処理を教示している。
【０００６】
　米国特許第６，２５４，７２４号明細書は、ヒンダードアミンベースの化合物を用いた
パルプ及び紙の安定化を教示している。
【特許文献１】国際公開第００／２５７３０号パンフレット
【特許文献２】国際公開第００／２５７３１号パンフレット
【特許文献３】米国特許出願第６０／３７７，３８１号
【特許文献４】米国特許出願第６０／６０３，５９０号
【特許文献５】国際公開第０１／０７５５０号パンフレット
【特許文献６】米国特許第６，２５４，７２４号明細書
【発明の開示】
【０００７】
　今や、特定の立体障害性アミン塩化合物が、家庭用パーソナルケア製品の光誘発退色に
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対して顕著な保護を与えることが発見された。
【０００８】
　詳細な開示
　本発明は、　（ａ）ボディケア製品、家庭用製品、織物又は繊維、及び
　（ｂ）式
【化１】

［式中、
　Ｇ1及びＧ2は、独立して、１ないし４個の炭素原子を有するアルキル基を表わすか、又
は一緒になってペンタメチレン基を表わし、
　Ｚ1及びＺ2は、各々、メチル基を表わすか、又はＺ1及びＺ2は、一緒になって未置換の
結合部分又はエステル基、エーテル基、ヒドロキシ基、オキソ基、シアノヒドリン基、ア
ミド基、アミノ基、カルボキシ基又はウレタン基から選択された１種以上の基で置換され
た結合部分を形成し、
　Ｅは、１ないし１８個の炭素原子を有するアルコキシ基、５ないし１２個の炭素原子を
有するシクロアルコキシ基又は７ないし１５個の炭素原子を有するアラルコキシ基を表わ
すか、又は、Ｅは、－Ｏ－Ｔ－（ＯＨ）b

（式中、Ｔは、１ないし１８個の炭素原子を有する直鎖又は枝分かれ鎖のアルキレン基、
５ないし１８個の炭素原子を有するシクロアルキレン基、５ないし１８個の炭素原子を有
するシクロアルケニレン基、フェニル基によって又は１ないし４個の炭素原子を有するア
ルキル基１又は２個で置換されたフェニル基によって置換された１ないし４個の炭素原子
を有する直鎖又は枝分かれ鎖のアルキレン基を表わし、
　ｂは、１、２又は３を表わすが、但し、ｂは、Ｔの炭素原子の数を越えず、かつ、ｂが
２又は３を表わす場合、各ヒドロキシル基はＴの異なる炭素原子に結合する。）を表わし
、
　ＨＹは、無機酸又は有機酸（ここで、カチオンの総電荷は、アニオンの総電荷と等しい
。）を表わし、
　ＢＭは、アルカリ金属水酸化物、アルカリ土類金属水酸化物及びアミンからなる群から
選択された塩基物質を表わし、
　Ｙは、ホスフェート、ホスホネート、カーボネート、バイカーボネート、ニトレート、
クロリド、ブロミド、ビスルフィット、スルフィット、ビスルフェート、スルフェート、
ボレート、ホルメート、アセテート、ベンゾエート、シトレート、オキサレート、タータ
レート、アクリレート、ポリアクリレート、フマレート、マレエート、イタコネート、グ
リコレート、グルコネート、マレート、マンデレート、チグレート、アスコルベート、ポ
リメタクリレート、ニトリロ三酢酸のカルボキシレート、ヒドロキシエチルエチレンジア
ミン三酢酸のカルボキシレート、エチレンジアミン四酢酸のカルボキシレート、ジエチレ
ントリアミン五酢酸のカルボキシレート、ジエチレンジアミン四酢酸のカルボキシレート
、ジエチレントリアミン五酢酸のカルボキシレート、アルキルスルホネート、アリールス
ルホネート又はアルキル置換アリールスルホネートを表わす。］で表わされる化合物１種
以上の有効安定化量
を含む安定化組成物に関する。
【０００９】
　Ｙは、カルボキシレート、特に、主に１ないし１８個の炭素原子を有する、モノ－、ジ
－、トリ－又はテトラカルボン酸のカルボキシレート、例えばホルメート、アセテート、
ベンゾエート、シトレート又はオキサレートを表わす。
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【００１０】
　例えば、Ｙは、クロリド、ビスルフェート、スルフェート、ホスフェート、ニトレート
、アスコルベート、ホルメート、アセテート、ベンゾエート、オキサレート、シトレート
、ジエチレンジアミン四酢酸のカルボキシレート又はジエチレントリアミン五酢酸のカル
ボキシレート又はポリアクリレートを表わす。
【００１１】
　例えば、Ｙは、クロリド、ビスルフェート、アスコルベート又はシトレートを表わす。
【００１２】
　アミンは、Ｒ115－Ｎ（Ｒ116）－Ｒ117（ここで、Ｒ115、Ｒ116及びＲ117は、独立して
、水素原子、１ないし２４個の炭素原子を有する直鎖又は枝分かれ鎖のアルキル基、２な
いし１８個の炭素原子を有する直鎖又は枝分かれ鎖のアルケニル基、５ないし１２個の炭
素原子を有するシクロアルキル基、７ないし１５個の炭素原子を有するフェニルアルキル
基、フェニル基、又は、１ないし４個の炭素原子を有するアルキル基１ないし３個によっ
てフェニル環上を置換された前記フェニル基又は前記フェニルアルキル基又は－ＯＨ、－
ＯＣＯ－Ｒ118、－ＯＲ119又は－ＮＨ2基の１個以上又はそれらの混合によって置換され
た前記アルキル基、又は、－Ｏ－、－ＮＨ－又は－ＮＲ119－基の１個以上又はそれらの
混合によって中断され、かつ未置換であり得るか又は－ＯＨ、－ＯＲ119又は－ＮＨ2基の
１個以上又はそれらの混合によって置換され得る前記アルキル基又は前記アルケニル基を
表わし、
　Ｒ118は、水素原子、直鎖又は枝分かれ鎖の炭素原子数１ないし１８のアルキル基、炭
素原子数５ないし１２のシクロアルキル基、直鎖又は枝分かれ鎖の炭素原子数３ないし８
のアルケニル基、炭素原子数６ないし１４のアリール基又は炭素原子数７ないし１５のア
ラルキル基を表わし、
　Ｒ119は、１ないし１８個の炭素原子数を有する直鎖又は枝分かれ鎖のアルキル基を表
わす。）で定義される。
【００１３】
　アミンはまた、二環式であり、例えば１，４－ジアザビシクロ［２．２．２］オクタン
である。
【００１４】
　式（Ｉ）で表わされる塩の総電荷は中性である。例えば、カチオンの総数は、アニオン
の総数に等しい。
【００１５】
　アルカリ金属水酸化物は、水酸化ナトリウム、水酸化カリウム又は水酸化ルビジウムで
ある。
【００１６】
　例えば、アルカリ金属水酸化物は、水酸化ナトリウム又は水酸化カリウムである。
【００１７】
　アルカリ土類金属水酸化物は、水酸化マグネシウム、水酸化カルシウム、水酸化ストロ
ンチウム又は水酸化バリウムである。
【００１８】
　例えば、アルカリ土類金属水酸化物は、水酸化マグネシウム又は水酸化カルシウムであ
る。
【００１９】
　本願明細書に記載される特定のヒンダードアミン化合物は、対応するヒンダードアミン
化合物の酸性塩である。
【００２０】
　例えば、Ｚ1及びＺ2は、一緒になって、１ないし２００個の炭素原子及びヘテロ原子、
例えば１ないし６０個の炭素原子及び０ないし６０個のヘテロ原子、特に酸素原子及び窒
素原子から選択された０ないし３０個のヘテロ原子を含む炭化水素結合部分を表わす。
【００２１】
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　例えば、結合部分としてのＺ1及びＺ2は、式（Ｉ）の残りの構造と一緒になって、飽和
した未置換の５－又は６－員の複素環又はエステル基、エーテル基、ヒドロキシ基、オキ
ソ基、シアノヒドリン基、アミド基、アミノ基、カルボキシ基又はウレタン基から選択さ
れた１種以上の基で置換された５－又は６－員の複素環を形成する２又は３個の炭素原子
又は１又は２個の炭素原子と窒素原子又は酸素原子の鎖を表わす。Ｚ1及びＺ2中の置換基
それら自体は、ヒンダードアミン部分を含み得る。例えば、式（Ｉ）で表わされる化合物
は、１ないし４個のヒンダードアミン基又はヒンダードアンモニウム基を含む。例えば、
式（Ｉ）で表わされる化合物は、１又は２個のヒンダードアミン部分又はヒンダードアン
モニウム部分を含む。
【００２２】
　アリール基として示されるあらゆる基は、主に炭素原子数６ないし１２のアリール基を
意味し、例えば、アリール基はフェニル基又はナフチル基であり、例えば、アリール基は
フェニル基である。
【００２３】
　示した定義においてアルキル基として示される基は、主に炭素原子数１ないし１８のア
ルキル基、例えばメチル基、エチル基、プロピル基、例えばｎ－又はイソプロピル基、ブ
チル基、例えばｎ－、イソ－、第二－及び第三－ブチル基、ペンチル基、ヘキシル基、ヘ
プチル基、オクチル基、ノニル基、デシル基、ウンデシル基、ドデシル基、トリデシル基
、テトラデシル基、ペンタデシル基、ヘキサデシル基、ヘプタデシル基又はオクタデシル
基である。
【００２４】
　示した定義においてアルキレン基として示される基は、例えば、メチレン基、１，２－
エチレン基、１，１－エチレン基、１，３－プロピレン基、１，２－プロピレン基、１，
１－プロピレン基、２，２－プロピレン基、１，４－ブチレン基、１，３－ブチレン基、
１，２－ブチレン基、１，１－ブチレン基、２，２－ブチレン基、２，３－ブチレン基又
は－Ｃ5Ｈ10－、－Ｃ6Ｈ12－、－Ｃ7Ｈ14－、－Ｃ8Ｈ16－、－Ｃ9Ｈ18－、－Ｃ10Ｈ20－
、－Ｃ11Ｈ22－、－Ｃ12Ｈ24－、－Ｃ13Ｈ26－、－Ｃ14Ｈ28－、－Ｃ15Ｈ30－、－Ｃ16Ｈ

32－、－Ｃ17Ｈ34－又は－Ｃ18Ｈ36－である。
【００２５】
　シクロアルキル基又はシクロアルコキシ基として示される基は、主に炭素原子数５ない
し１２のシクロアルキル基又は炭素原子数５ないし１２のシクロアルコキシ基であり、シ
クロアルキル基は、例えばシクロペンチル基、シクロヘキシル基、シクロヘプチル基、シ
クロオクチル基、シクロノニル基、シクロデシル基、シクロウンデシル基又はシクロドデ
シル基である。シクロアルケニル基は、主に、シクロペンテニル基、シクロヘキセニル基
、シクロヘプテニル基、シクロオクテニル基、シクロノネニル基、シクロデセニル基、シ
クロウンデセニル基又はシクロドデセニル基を含む炭素原子数５ないし１２のシクロアル
ケニル基である。
【００２６】
　アラルキル基又はアラルコキシ基は、例えば、フェニル基によって置換されたアルキル
基又はアルコキシ基であるフェニルアルキル基又はフェニルアルコキシ基である。示した
定義におけるフェニルアルキル基又はフェニルアルコキシ基の例は、ベンジル基、ベンジ
ルオキシ基、α－メチルベンジル基、α－メチルベンジルオキシ基、クミル基又はクミル
オキシ基である。
【００２７】
　アルケニル残基は、主に２ないし１８個の炭素原子を有するアルケニル基、例えばアリ
ル基である。
【００２８】
　アルキニル残基は、主に２ないし１２個の炭素原子を有するアルキニル基、例えばプロ
パルギル基である。
【００２９】
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　アシル基として示される基は、主にＲ（Ｃ＝Ｏ）－（式中、Ｒは脂肪族又は芳香族部分
を表わす。）である。
【００３０】
　上記した又は他の定義における脂肪族又は芳香族部分は、主に脂肪族又は芳香族の炭素
原子数１ないし３０の炭化水素であり、例えばアリール基、アルキル基、シクロアルキル
基、アルケニル基、シクロアルケニル基、ビシクロアルキル基、ビシクロアルケニル基及
びこれらの基の組み合わせである。
【００３１】
　アシル基の例は、２ないし１２個の炭素原子を有するアルカノイル基、３ないし１２個
の炭素原子を有するアルケノイル基又はベンゾイル基である。
【００３２】
　アルカノイル基は、例えばホルミル基、アセチル基、プロピオニル基、ブチリル基、ペ
ンタノイル基、オクタノイル基、例えば炭素原子数２ないし８のアルカノイル基、例えば
アセチル基を含む。
【００３３】
　アルケノイル残基は、例えばアクリロイル基又はメタクリロイル基である。
【００３４】
　様々な置換基におけるアルキル基は、直線状又は枝分かれであり得る。
【００３５】
　２ないし４個の炭素原子を有するアルケニル基の例は、エテニル基、プロペニル基又は
ブテニル基である。
【００３６】
　１又は２個の酸素原子によって中断された１ないし４個の炭素原子を有するアルキル基
の例は、－ＣＨ2－Ｏ－ＣＨ3、－ＣＨ2－ＣＨ2－Ｏ－ＣＨ3、－ＣＨ2－ＣＨ2－Ｏ－ＣＨ2

－ＣＨ3、－ＣＨ2－Ｏ－ＣＨ2－ＣＨ2－Ｏ－ＣＨ3又はＣＨ2Ｏ－ＣＨ2－Ｏ－ＣＨ3である
。
【００３７】
　ヒドロキシ基で置換された２ないし６個の炭素原子を有するアルキル基の例は、ヒドロ
キシエチル基、ジヒドロキシエチル基、ヒドロキシプロピル基、ジヒドロキシプロピル基
、ヒドロキシブチル基、ヒドロキシペンチル基又はヒドロキシヘキシル基である。
【００３８】
　特に適当な、成分（ｂ）の式（Ｉ）で表わされる化合物の例は、式（Ａ*）ないし（Ｅ
Ｅ*）及び（ＩＩＩ）ないし（ＩＩＩｃ）
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【化９】

｛式中、
　Ｅは、１ないし１８個の炭素原子を有するアルコキシ基、５ないし１２個の炭素原子を
有するシクロアルコキシ基又は７ないし１５個の炭素原子を有するアラルコキシ基を表わ
すか、又は、Ｅは、－Ｏ－Ｔ－（ＯＨ）b

［式中、Ｔは、１ないし１８個の炭素原子を有する直鎖又は枝分かれ鎖のアルキレン基、
５ないし１８個の炭素原子を有するシクロアルキレン基、５ないし１８個の炭素原子を有
するシクロアルケニレン基、フェニル基によって又は１ないし４個の炭素原子を有するア
ルキル基１又は２個で置換されたフェニル基によって置換された１ないし４個の炭素原子
を有する直鎖又は枝分かれ鎖のアルキレン基を表わし、
　ｂは、１、２又は３を表わすが、但し、ｂは、Ｔの炭素原子の数を越えず、かつ、ｂが
２又は３を表わす場合、各ヒドロキシル基はＴの異なる炭素原子に結合する。］を表わし
、
　Ｒは、水素原子又はメチル基を表わし、
　式（Ａ*）においては、
　ｎは、１又は２を表わし、
　ｎが１を表わす場合、
　Ｒ1は、水素原子、１ないし１８個の炭素原子を有するアルキル基、２ないし１８個の
炭素原子を有するアルケニル基、プロパルギル基、グリシジル基、１ないし２０個の酸素
原子によって中断された２ないし５０個の炭素原子を有するアルキル基、１ないし１０個
のヒドロキシル基によって置換された又は１ないし２０個の酸素原子によって中断され、
かつ１ないし１０個のヒドロキシル基によって置換された前記アルキル基を表わすか、又
は、
　Ｒ1は、カルボキシ基によって又は－ＣＯＯＺ［式中、Ｚは、水素原子、１ないし４個
の炭素原子を有するアルキル基又はフェニル基を表わすか、又は、Ｚは、－（ＣＯＯ-）n

Ｍn+（式中、ｎは、１ないし３を表わし、Ｍは、周期表の第１群、第２群又は第３群から
の金属イオンを表わすか、又はＺｎ、Ｃｕ、Ｎｉ又はＣｏを表わすか、又は、Ｍは、基Ｎ
n+（Ｒ2）4（式中、Ｒ2は１ないし８個の炭素原子を有するアルキル基又はベンジル基を
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表わす。）を表わす。）によって置換された前記アルキル基を表わす。］によって置換さ
れた１ないし４個の炭素原子を有するアルキル基を表わし、
　ｎが２を表わす場合、
　Ｒ1は、１ないし１２個の炭素原子を有するアルキレン基、４ないし１２個の炭素原子
を有するアルケニレン基、キシリレン基又は１ないし２０個の酸素原子によって中断され
た、１ないし１０個のヒドロキシル基によって置換された又は１ないし２０個の酸素原子
によって中断され、かつ１ないし１０個のヒドロキシル基によって置換された１ないし５
０個の炭素原子を有するアルキレン基を表わし、
　式（Ｂ*）においては、
　ｍは、１ないし４を表わし、
　ｍが１を表わす場合、
　Ｒ2は、１ないし１８個の炭素原子を有するアルキル基、－ＣＯＯ－によって中断され
た３ないし１８個の炭素原子を有するアルキル基、ＣＯＯＨ又はＣＯＯ－によって置換さ
れた３ないし１８個の炭素原子を有するアルキル基を表わすか、又は、Ｒ2は、－ＣＨ2（
ＯＣＨ2ＣＨ2）nＯＣＨ3［式中、ｎは１ないし１２を表わす。］を表わすか、又は、
　Ｒ2は、５ないし１２個の炭素原子を有するシクロアルキル基、６ないし１２個の炭素
原子を有するアリール基又は１ないし４個の炭素原子を有するアルキル基１ないし４個に
よって置換された前記アリール基を表わすか、又は、
　Ｒ2は、－ＮＨＲ3［式中、Ｒ3は、１ないし１８個の炭素原子を有するアルキル基、５
ないし１２個の炭素原子を有するシクロアルキル基、６ないし１２個の炭素原子を有する
アリール基、又は１ないし４個の炭素原子を有するアルキル基１ないし４個によって置換
された前記アリール基を表わす。］を表わすか、又は、
　Ｒ2は、－Ｎ（Ｒ3）2［式中、Ｒ3は上記で定義した通りである。］を表わし、
　ｍが２を表わす場合、
　Ｒ2は、１ないし１２個の炭素原子を有するアルキレン基、４ないし１２個の炭素原子
を有するアルケニレン基、キシリレン基、－ＣＯＯ－によって中断された２ないし１２個
の炭素原子を有するアルキレン基、ＣＯＯＨ又はＣＯＯ－によって置換された３ないし１
８個の炭素原子を有するアルキレン基を表わすか、又は、Ｒ2は、－ＣＨ2（ＯＣＨ2ＣＨ2

）nＯＣＨ2－［式中、ｎは１ないし１２を表わす。］を表わすか、又は、
　Ｒ2は、５ないし１２個の炭素原子を有するシクロアルキレン基、７ないし１５個の炭
素原子を有するアラルキレン基又は６ないし１２個の炭素原子を有するアリーレン基を表
わすか、又は、
　Ｒ2は、－ＮＨＲ4ＮＨ－［式中、Ｒ4は、２ないし１８個の炭素原子を有するアルキレ
ン基、５ないし１２個の炭素原子を有するシクロアルキレン基、８ないし１５個の炭素原
子を有するアラルキレン基又は６ないし１２個の炭素原子を有するアリーレン基を表わす
。］を表わすか、又は、
　Ｒ2は、－Ｎ（Ｒ3）Ｒ4Ｎ（Ｒ3）－［式中、Ｒ3及びＲ4は、上記で定義した通りである
。］を表わすか、又は、
　Ｒ2は、－ＣＯ－、－ＮＨ－ＣＯ－ＮＨ－又は－Ｎ（Ｒ3）－ＣＯ－Ｎ（Ｒ3）－を表わ
し、
　ｍが３を表わす場合、
　Ｒ2は、３ないし８個の炭素原子を有するアルカントリイル基又はベンゼントリイル基
を表わし、
　ｍが４を表わす場合、
　Ｒ2は、５ないし８個の炭素原子を有するアルカンテトライル基又はベンゼンテトライ
ル基を表わし、
　式（Ｃ*）においては、
　Ｒ10は、水素原子、１ないし１８個の炭素原子を有するアルキル基、５ないし１２個の
炭素原子を有するシクロアルキル基、７ないし１５個の炭素原子を有するアラルキル基、
２ないし１８個の炭素原子を有するアルカノイル基、３ないし５個の炭素原子を有するア
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ルケノイル基又はベンゾイル基を表わし、
　ｘは、１又は２を表わし、
　ｘが１を表わす場合、
　Ｒ11は、水素原子、１ないし１８個の炭素原子を有するアルキル基、２ないし１８個の
炭素原子を有するアルケニル基、プロパルギル基、グリシジル基、１ないし２０個の酸素
原子によって中断された２ないし５０個の炭素原子を有するアルキル基、１ないし１０個
のヒドロキシル基によって置換された、又は１ないし２０個の酸素原子によって中断され
、かつ１ないし１０個のヒドロキシル基によって置換された前記アルキル基を表わすか、
又は、
　Ｒ11は、カルボキシ基によって又は－ＣＯＯＺ［式中、Ｚは、水素原子、１ないし４個
の炭素原子を有するアルキル基又はフェニル基を表わすか、又は、Ｚは、－（ＣＯＯ-）n

Ｍn+（式中、ｎは、１ないし３を表わし、Ｍは、周期表の第１群、第２群又は第３群から
の金属イオンを表わすか、又はＺｎ、Ｃｕ、Ｎｉ又はＣｏを表わすか、又は、Ｍは、基Ｎ
n+（Ｒ2）4（式中、Ｒ2は、水素原子、１ないし８個の炭素原子を有するアルキル基又は
ベンジル基を表わす。）を表わす）によって置換された前記アルキル基を表わす。］によ
って置換された１ないし４個の炭素原子を有するアルキル基を表わし、
　ｘが２を表わす場合、
　Ｒ11は、１ないし１２個の炭素原子を有するアルキレン基、４ないし１２個の炭素原子
を有するアルケニレン基、キシリレン基又は１ないし２０個の酸素原子によって中断され
た、１ないし１０個のヒドロキシル基によって置換された又は１ないし２０個の酸素原子
によって中断され、かつ１ないし１０個のヒドロキシル基によって置換された１ないし５
０個の炭素原子を有するアルキレン基を表わし、
　式（Ｄ*）においては、
　ｙは、１ないし４を表わし、
　Ｒ10は、上記で定義した通りであり、
　Ｒ12は、上記のＲ2で定義した通りであり、
　式（Ｅ*）においては、
　ｋは、１又は２を表わし、
　ｋが１を表わす場合、
　Ｒ20及びＲ21は、独立して、１ないし１２個の炭素原子を有するアルキル基、２ないし
１２個の炭素原子を有するアルケニル基又は７ないし１５個の炭素原子を有するアラルキ
ル基を表わすか、又は、Ｒ20は、水素原子も表わし、又は、
　Ｒ20及びＲ21は、一緒になって、２ないし８個の炭素原子を有するアルキレン基又はヒ
ドロキシル基によって置換された前記アルキレン基を表わすか、又は４ないし２２個の炭
素原子を有するアシルオキシ－アルキレン基を表わし、
　ｋが２を表わす場合、
　Ｒ20及びＲ21は、一緒になって、（－ＣＨ2）2Ｃ（ＣＨ2－）2を表わし、
　式（Ｆ*）においては、
　Ｒ30は、水素原子、１ないし１８個の炭素原子を有するアルキル基、ベンジル基、グリ
シジル基又は２ないし６個の炭素原子を有するアルコキシアルキル基を表わし、
　ｇは、１又は２を表わし、
　ｇが１を表わす場合、Ｒ31は、ｎが１を表わす場合の上記Ｒ1で定義した通りであり、
　ｇが２を表わす場合、Ｒ31は、ｎが２を表わす場合の上記Ｒ1で定義した通りであり、
　式（Ｇ*）においては、
　Ｑ1は、－ＮＲ41－又は－Ｏ－を表わし、
　Ｅ1は、１ないし３個の炭素原子を有するアルキレン基を表わすか、又はＥ1は、－ＣＨ

2－ＣＨ（Ｒ42）－Ｏ－［式中、Ｒ42は、水素原子、メチル基又はフェニル基を表わす。
］を表わすか、又はＥ1は、－（ＣＨ2）3－ＮＨ－を表わすか、又はＥ1は、直接結合を表
わし、
　Ｒ40は、水素原子又は１ないし１８個の炭素原子を有するアルキル基を表わし、
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　Ｒ41は、水素原子、１ないし１８個の炭素原子を有するアルキル基、５ないし１２個の
炭素原子を有するシクロアルキル基、７ないし１５個の炭素原子を有するアラルキル基、
６ないし１０個の炭素原子を有するアリール基を表わすか、又はＲ41は、－ＣＨ2－ＣＨ
（Ｒ42）－ＯＨ［式中、Ｒ42は、上記で定義した通りである。］を表わし、
　式（Ｈ*）においては、
　ｐは、１又は２を表わし、
　Ｔ4は、ｘが１又は２を表わす場合のＲ11のために定義した通りであり、
　Ｍ及びＹは、独立して、メチレン基又はカルボニル基を表わし、好ましくは、Ｍはメチ
レン基を表わし、Ｙはカルボニル基を表わし、
　式（Ｉ*）においては、
　この式は、Ｔ1がエチレン基又は１，２－プロピレン基を表わすか又はα－オレフィン
コポリマーとアルキルアクリレート又はメタクリレートから誘導される繰り返し構造単位
を表わすところのポリマーの繰り返し構造単位を示し、
　ここで、
　ｑは、２ないし１００を表わし、
　Ｑ1は、－Ｎ（Ｒ41）－［式中、Ｒ41は、上記で定義した通りである。］又は－Ｏ－を
表わし、
　式（Ｊ*）においては、
　ｒは、１又は２を表わし、
　Ｔ7は、式（Ａ*）においてｎが１又は２を表わす場合のＲ1のために定義した通りであ
り、好ましくは、ｒが２を表わす場合、Ｔ7は、オクタメチレン基を表わし、
　式（Ｌ*）においては、
　ｕは、１又は２を表わし、
　Ｔ13は、式（Ａ*）においてｎが１又は２を表わす場合のＲ1のために定義した通りであ
るが、但し、ｕが１を表わす場合、Ｔ13は、水素原子ではなく、
　式（Ｍ*）においては、
　Ｅ1及びＥ2は、異なり、各々、－ＣＯ－又は－Ｎ（Ｅ5）－［式中、Ｅ5は、水素原子、
１ないし１２個の炭素原子を有するアルキル基又は４ないし２２個の炭素原子を有するア
ルコキシカルボニルアルキル基を表わす。］を表わし、好ましくは、Ｅ1は、－ＣＯ－を
表わし、Ｅ2は、－Ｎ（Ｅ5）－を表わし、
　Ｅ3は、水素原子、１ないし３０個の炭素原子を有するアルキル基、フェニル基、ナフ
チル基、塩素原子によって又は１ないし４個の炭素原子を有するアルキル基によって置換
された前記フェニル基又は前記ナフチル基又は７ないし１２個の炭素原子を有するフェニ
ルアルキル基又は１ないし４個の炭素原子を有するアルキル基によって置換された前記フ
ェニルアルキル基を表わし、
　Ｅ4は、水素原子、１ないし３０個の炭素原子を有するアルキル基、フェニル基、ナフ
チル基又は７ないし１２個の炭素原子を有するフェニルアルキル基を表わすか、又は、
　Ｅ3及びＥ4は、一緒になって、４ないし１７個の炭素原子を有するポリメチレン基又は
１ないし４個の炭素原子を有するアルキル基、好ましくはメチル基１ないし４個によって
置換された前記ポリメチレン基を表わし、
　式（Ｏ*）においては、
　Ｒ10は、式（Ｃ*）のＲ10のために定義した通りであり、
　式（Ｐ*）においては、
　Ｅ6は、脂肪族又は芳香族の４価の基、好ましくはネオペンタンテトライル基又はベン
ゼンテトライル基を表わし、
　式（Ｔ*）においては、
　Ｒ51は、水素原子、１ないし１８個の炭素原子を有するアルキル基、５ないし１２個の
炭素原子を有するシクロアルキル基又は６ないし１０個の炭素原子を有するアリール基を
表わし、
　Ｒ52は、水素原子又は１ないし１８個の炭素原子を有するアルキル基を表わすか、又は
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、
　Ｒ51及びＲ52は、一緒になって、４ないし８個の炭素原子を有するアルキレン基を表わ
し、
　ｆは、１又は２を表わし、
　ｆが１を表わす場合、
　Ｒ50は、式（Ｃ*）においてｘが１を表わす場合のＲ11のために定義した通りであるか
、又はＲ50は、－（ＣＨ2）zＣＯＯＲ54［式中、ｚは、１ないし４を表わし、Ｒ54は、水
素原子又は１ないし１８個の炭素原子を有するアルキル基を表わすか、又はＲ54は、周期
表の第１群、第２群又は第３群からの金属イオン又は基－Ｎ（Ｒ55）4（式中、Ｒ55は、
水素原子、１ないし１２個の炭素原子を有するアルキル基又はベンジル基を表わす。）を
表わす。］を表わし、
　ｆが２を表わす場合、
　Ｒ50は、式（Ｃ*）においてｘが２を表わす場合のＲ11のために定義した通りであり、
　式（Ｕ*）においては、
　Ｒ53、Ｒ54、Ｒ55及びＲ56は、独立して、１ないし４個の炭素原子を有するアルキル基
を表わすか、又は、一緒になって、ペンタメチレン基を表わし、
　式（Ｖ*）においては、
　Ｒ57、Ｒ58、Ｒ59及びＲ60は、独立して、１ないし４個の炭素原子を有するアルキル基
を表わすか、又は、一緒になって、ペンタメチレン基を表わし、
　式（Ｗ*）においては、
　Ｒ61、Ｒ62、Ｒ63及びＲ64は、独立して、１ないし４個の炭素原子を有するアルキル基
を表わすか、又は、一緒になって、ペンタメチレン基を表わし、
　Ｒ65は、１ないし５個の炭素原子を有するアルキル基を表わし、
　Ｍは、水素原子又は酸素原子を表わし、
　式（Ｙ*）ないし（ＢＢ*）においては、
　ｎは、２ないし３を表わし、
　Ｇ1は、水素原子、メチル基、エチル基、ブチル基又はベンジル基を表わし、
　ｍは、１ないし４を表わし、
　ｘは、１ないし４を表わし、
　ｘが１を表わす場合、
　Ｒ1及びＲ2は、独立して、１ないし１８個の炭素原子を有するアルキル基、１ないし５
個の酸素原子によって中断された前記アルキル基、１ないし５個のヒドロキシル基によっ
て置換された前記アルキル基又は１ないし５個の酸素原子によって中断され、かつ１ない
し５個のヒドロキシル基によって置換された前記アルキル基、５ないし１２個の炭素原子
を有するシクロアルキル基、７ないし１５個の炭素原子を有するアラルキル基、６ないし
１０個の炭素原子を有するアリール基又は１ないし８個の炭素原子を有するアルキル基１
ないし３個によって置換された前記アリール基を表わすか、又は、Ｒ1は、水素原子も表
わし、又は、
　Ｒ1及びＲ2は、一緒になって、テトラメチレン基、ペンタメチレン基、ヘキサメチレン
基又は３－オキサペンタメチレン基を表わし、
　ｘが２を表わす場合、
　Ｒ1は、水素原子、１ないし８個の炭素原子を有するアルキル基、１ないし２個の酸素
原子によって中断された前記アルキル基、ヒドロキシル基によって置換された前記アルキ
ル基又は１ないし２個の酸素原子によって中断され、かつヒドロキシル基によって置換さ
れた前記アルキル基を表わし、
　Ｒ2は、２ないし１８個の炭素原子を有するアルキレン基、１ないし５個の酸素原子に
よって中断された前記アルキレン基、１ないし５個のヒドロキシル基によって置換された
前記アルキレン基又は１ないし５個の酸素原子によって中断され、かつ１ないし５個のヒ
ドロキシル基によって置換された前記アルキレン基、ｏ－、ｍ－又はｐ－フェニレン基又
は１ないし４個の炭素原子を有するアルキル基１又は２個によって置換された前記フェニ
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レン基を表わすか、又は、
　Ｒ2は、－（ＣＨ2）kＯ［（ＣＨ2）kＯ］h（ＣＨ2）k－［式中、ｋは、２ないし４を表
わし、ｈは、１ないし４０を表わす。］を表わすか、又は、
　Ｒ1及びＲ2は、それらが結合されるところの２個のＮ原子と一緒になって、ピペラジン
－１，４－ジイル基を表わし、
　ｘが３を表わす場合、
　Ｒ1は、水素原子を表わし、
　Ｒ2は、１個の窒素原子によって中断された４ないし８個の炭素原子を有するアルキレ
ン基を表わし、
　ｘが４を表わす場合、
　Ｒ1は、水素原子を表わし、
　Ｒ2は、２個の窒素原子によって中断された６ないし１２個の炭素原子を有するアルキ
レン基を表わし、
　Ｒ3は、水素原子、１ないし８個の炭素原子を有するアルキル基、１又は２個の酸素原
子によって中断された前記アルキル基、ヒドロキシル基によって置換された前記アルキル
基又は、１又は２個の酸素原子によって中断され、かつヒドロキシ基によって置換された
前記アルキル基を表わし、
　ｐは、２又は３を表わし、
　式（ＤＤ*）においては、
　ｍは、２又は３を表わし、
　ｍが２を表わす場合、
　Ｇは、－（ＣＨ2ＣＨＲ－Ｏ）rＣＨ2ＣＨＲ－［式中、ｒは、０ないし３を表わし、Ｒ
は、水素原子又はメチル基を表わす。］を表わし、
　ｍが３を表わす場合、
　Ｇは、グリセリル基を表わし、
　式（ＥＥ*）においては、
　Ｇ2は、－ＣＮ、－ＣＯＮＨ2又は－ＣＯＯＧ3［式中、Ｇ3は、水素原子、１ないし１８
個の炭素原子を有するアルキル基又はフェニル基を表わす。］を表わし、
　式（ＩＩＩ）ないし（ＩＩＩｃ）においては、
　Ａ11は、ＯＲ101又はＮＲ111Ｒ112を表わし、
　ここで、Ｒ101は、２ないし４個の炭素原子を有するアルケニル基、プロパルギル基、
グリシジル基、１又は２個の酸素原子によって中断された、１ないし３個のヒドロキシル
基によって置換された又は１又は２個の酸素原子によって中断され、かつ１ないし３個の
ヒドロキシル基によって置換された２ないし６個の炭素原子を有するアルキル基を表わす
か、又は、
　Ｒ101は、カルボキシ基によって又はアルカリ金属、アンモニウム又はそれらの炭素原
子数１ないし４のアルキルアンモニウム塩によって置換された１ないし４個の炭素原子を
有するアルキル基を表わすか、又は、
　Ｒ101は、ＣＯＯＥ10［式中、Ｅ10は、メチル基又はエチル基を表わす。］によって置
換されたアルキル基を表わし、
　Ｒ102は、－ＣＯＯ－によって又は－ＣＯ－によって中断された３ないし５個の炭素原
子を有するアルキル基を表わすか、又は、
　Ｒ102は、－ＣＨ2（ＯＣＨ2ＣＨ2）cＣＯＣＨ3［式中、ｃは、１ないし４を表わす。］
を表わすか、又は、
　Ｒ102は、－ＮＨＲ103（式中、Ｒ103は、１ないし４個の炭素原子を有するアルキル基
を表わす。）を表わし、
　ａは、２ないし４を表わし、
　ａが２を表わす場合、
　Ｔ11は、－（ＣＨ2ＣＨＲ100－Ｏ）dＣＨ2ＣＨＲ100－［式中、ｄは、０又は１を表わ
し、Ｒ100は、水素原子又はメチル基を表わす。］を表わし、
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　ａが３を表わす場合、
　Ｔ11は、グリセリル基を表わし、
　ａが４を表わす場合、
　Ｔ11は、ネオペンタンテトライル基を表わし、
　ｂは、２又は３を表わし、
　ｂが２を表わす場合、
　Ｇ11は、－（ＣＨ2ＣＨＲ100－Ｏ）dＣＨ2ＣＨＲ100－［式中、ｄは、０又は１を表わ
し、Ｒ100は、水素原子又はメチル基を表わす。］を表わし、
　ｂが３を表わす場合、
　Ｇ11は、グリセリル基を表わし、
　Ｒ111は、水素原子、未置換の１ないし４個の炭素原子を有するアルキル基、１又は２
個のヒドロキシル基によって置換された１ないし４個の炭素原子を有するアルキル基、１
又は２個の酸素原子によって中断された１ないし４個の炭素原子を有するアルキル基又は
１個のヒドロキシル基によって置換され、かつ１又は２個の酸素原子によって中断された
１ないし４個の炭素原子を有するアルキル基を表わし、
　Ｒ112は、－ＣＯ－Ｒ113を表わし、ここで、Ｒ113は、Ｒ111と同様の意味を有するか、
又はＲ113は、ＮＨＲ114［式中、Ｒ114は、未置換の１ないし４個の炭素原子を有するア
ルキル基、１又は２個のヒドロキシル基によって置換された１ないし４個の炭素原子を有
するアルキル基、１又は２個の炭素原子を有するアルコキシ基によって置換された１ない
し４個の炭素原子を有するアルキル基、又は、１個のヒドロキシル基及び１又は２個の炭
素原子を有するアルコキシ基によって置換された１ないし４個の炭素原子を有するアルキ
ル基を表わす。］を表わすか、又は、
　Ｒ111及びＲ112は、一緒になって、－ＣＯ－ＣＨ2ＣＨ2－ＣＯ－又は（ＣＨ2）6ＣＯ－
を表わし、
　ＢＭは、アルカリ金属水酸化物、アルカリ土類金属水酸化物及びアミンからなる群から
選択された塩基物質を表わし、
　アミンは、Ｒ115－Ｎ（Ｒ116）－Ｒ117であり、
　ここで、Ｒ115、Ｒ116及びＲ117は、独立して、水素原子、１ないし２４個の炭素原子
を有する直鎖又は枝分かれ鎖のアルキル基、２ないし１８個の炭素原子を有する直鎖又は
枝分かれ鎖のアルケニル基、５ないし１２個の炭素原子を有するシクロアルキル基、７な
いし１５個の炭素原子を有するフェニルアルキル基、フェニル基、又は、１ないし４個の
炭素原子を有するアルキル基１ないし３個によってフェニル環上を置換された前記フェニ
ル基又は前記フェニルアルキル基又は－ＯＨ、－ＯＣＯ－Ｒ118、－ＯＲ119又は－ＮＨ2

基の１個以上又はそれらの混合によって置換された前記アルキル基、又は、－Ｏ－、－Ｎ
Ｈ－又は－ＮＲ119－基の１個以上又はそれらの混合によって中断され、かつ未置換であ
り得るか又は－ＯＨ、－ＯＲ119又は－ＮＨ2基の１個以上又はそれらの混合によって置換
され得る前記アルキル基又は前記アルケニル基を表わし、
　Ｒ118は、水素原子、直鎖又は枝分かれ鎖の炭素原子数１ないし１８のアルキル基、炭
素原子数５ないし１２のシクロアルキル基、直鎖又は枝分かれ鎖の炭素原子数３ないし８
のアルケニル基、炭素原子数６ないし１４のアリール基又は炭素原子数７ないし１５のア
ラルキル基を表わし、
　Ｒ119は、１ないし１８個の炭素原子数を有する直鎖又は枝分かれ鎖のアルキル基を表
わし、
　アルカリ金属水酸化物は、水酸化ナトリウム、水酸化カリウム又は水酸化ルビジウムで
あり、
　アルカリ土類金属水酸化物は、水酸化マグネシウム、水酸化カルシウム、水酸化ストロ
ンチウム又は水酸化バリウムであり、
　ＨＹは、無機酸又は有機酸［ここで、カチオンの総電荷は、アニオンの総電荷と等しい
。］を表わし、
　Ｙは、ホスフェート、ホスホネート、カーボネート、バイカーボネート、ニトレート、
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クロリド、ブロミド、ビスルフィット、スルフィット、ビスルフェート、スルフェート、
ボレート、ホルメート、アセテート、ベンゾエート、シトレート、オキサレート、タータ
レート、アクリレート、ポリアクリレート、フマレート、マレエート、イタコネート、グ
リコレート、グルコネート、マレート、マンデレート、チグレート、アスコルベート、ポ
リメタクリレート、ニトリロ三酢酸のカルボキシレート、ヒドロキシエチルエチレンジア
ミン三酢酸のカルボキシレート、エチレンジアミン四酢酸のカルボキシレート、ジエチレ
ントリアミン五酢酸のカルボキシレート、ジエチレンジアミン四酢酸のカルボキシレート
、ジエチレントリアミン五酢酸のカルボキシレート、アルキルスルホネート、アリールス
ルホネート又はアルキル置換アリールスルホネートを表わす。｝からなる群から選択され
る。
【００３９】
　本発明の他の態様は、
（Ａ*）、（Ｂ*）、（Ｃ*）、（Ｄ*）、（Ｑ*）、（Ｒ*）、（Ｙ*）及び（Ｚ*）
［式中、
　Ｅは、１ないし１０個の炭素原子を有するアルコキシ基、５ないし８個の炭素原子を有
するシクロアルコキシ基又は７ないし１２個の炭素原子を有するアラルコキシ基を表わす
か、又は、Ｅは、－Ｏ－Ｔ－（ＯＨ）b

（式中、Ｔは、１ないし１０個の炭素原子を有する直鎖又は枝分かれ鎖のアルキレン基、
５ないし１０個の炭素原子を有するシクロアルキレン基、５ないし１０個の炭素原子を有
するシクロアルケニレン基、フェニル基によって又は１ないし４個の炭素原子を有するア
ルキル基１又は２個で置換されたフェニル基によって置換された１ないし４個の炭素原子
を有する直鎖又は枝分かれ鎖のアルキレン基を表わし、
　ｂは、１、２又は３を表わすが、但し、ｂは、Ｔの炭素原子の数を越えず、かつ、ｂが
２又は３を表わす場合、各ヒドロキシル基はＴの異なる炭素原子に結合する。）を表わし
、
　Ｒは、水素原子を表わし、
　式（Ａ*）においては、
　ｎは、１又は２を表わし、
　ｎが１を表わす場合、
　Ｒ1は、水素原子、１ないし６個の炭素原子を有するアルキル基、２ないし６個の炭素
原子を有するアルケニル基、プロパルギル基、グリシジル基、１ないし１０個の酸素原子
によって中断された２ないし２０個の炭素原子を有するアルキル基、１ないし５個のヒド
ロキシル基によって置換された又は１ないし１０個の酸素原子によって中断され、かつ１
ないし５個のヒドロキシル基によって置換された前記アルキル基を表わすか、又は、
　Ｒ1は、カルボキシ基によって又は－ＣＯＯＺ（式中、Ｚは、水素原子又は１ないし４
個の炭素原子を有するアルキル基を表わす。）によって置換された１ないし４個の炭素原
子を有するアルキル基を表わし、
　ｎが２を表わす場合、
　Ｒ1は、１ないし８個の炭素原子を有するアルキレン基、４ないし８個の炭素原子を有
するアルケニレン基、１ないし１０個の酸素原子によって中断された、１ないし５個のヒ
ドロキシル基によって置換された又は１ないし１０個の酸素原子によって中断され、かつ
１ないし５個のヒドロキシル基によって置換された１ないし２０個の炭素原子を有するア
ルキレン基を表わし、
　式（Ｂ*）においては、
　ｍは、１又は２を表わし、
　ｍが１を表わす場合、
　Ｒ2は、１ないし４個の炭素原子を有するアルキル基を表わすか、又は、Ｒ2は、ＣＨ2

（ＯＣＨ2ＣＨ2）nＯＣＨ3（式中、ｎは１ないし１２を表わす。）を表わすか、又は、
　Ｒ2は、フェニル基又は１ないし３個のメチル基によって置換された前記フェニル基を
表わすか、又は、
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　Ｒ2は、－ＮＨＲ3（式中、Ｒ3は、１ないし４個の炭素原子を有するアルキル基又はフ
ェニル基又は１又は２個のメチル基によって置換された前記フェニル基を表わす。）を表
わし、
　ｍが２を表わす場合、
　Ｒ2は、１ないし８個の炭素原子を有するアルキレン基、４ないし８個の炭素原子を有
するアルケニレン基を表わすか、又は、Ｒ2は、－ＣＨ2（ＯＣＨ2ＣＨ2）nＯＣＨ2－（式
中、ｎは１ないし１２を表わす。）を表わすか、又は、
　Ｒ2は、－ＮＨＲ4ＮＨ－（式中、Ｒ4は、２ないし６個の炭素原子を有するもの、８な
いし１５個の炭素原子を有するアラルキレン基又は６ないし１２個の炭素原子を有するア
リーレン基を表わす。）を表わすか、又は、
　Ｒ2は、－ＣＯ－又は－ＮＨＣＯＮＨ－を表わし、
　式（Ｃ*）においては、
　Ｒ10は、水素原子又は１ないし３個の炭素原子を有するアルカノイル基を表わし、
　ｘは、１又は２を表わし、
　ｘが１を表わす場合、
　Ｒ11は、水素原子、１ないし６個の炭素原子を有するアルキル基又はグリシジル基を表
わすか、又は、
　Ｒ11は、カルボキシ基によって又は－ＣＯＯＺ（式中、Ｚは、水素原子又は１ないし４
個の炭素原子を有するアルキル基を表わす。）によって置換された１ないし４個の炭素原
子を有するアルキル基を表わし、
　ｘが２を表わす場合、
　Ｒ11は、１ないし６個の炭素原子を有するアルキレン基を表わし、
　式（Ｄ*）においては、
　Ｒ10は、水素原子を表わし、
　ｙは、１又は２を表わし、
　Ｒ12は、上記のＲ2で定義した通りであり、
　式（Ｙ*）及び（Ｚ*）においては、
　ｘは、１又は２を表わし、
　ｘが１を表わす場合、
　Ｒ1及びＲ2は、独立して、１ないし４個の炭素原子を有するアルキル基を表わすか、又
は、Ｒ1及びＲ2は、一緒になって、テトラメチレン基又はペンタメチレン基を表わし、
　Ｒ2は、水素原子又は１ないし４個の炭素原子を有するアルキル基、ヒドロキシル基に
よって置換された前記アルキル基を表わし、
　ｘが２を表わす場合、
　Ｒ1は、水素原子、１ないし４個の炭素原子を有するアルキル基、ヒドロキシル基によ
って置換された前記アルキル基を表わし、
　Ｒ2は、２ないし６個の炭素原子を有するアルキレン基を表わし、
　Ｒ3は、上記で定義した通りであり、
　ＢＭは、アルカリ金属水酸化物、アルカリ土類金属水酸化物及びアミンからなる群から
選択される塩基物質を表わし、
　アミンは、Ｒ115－Ｎ（Ｒ116）－Ｒ117を表わし、
　ここで、Ｒ115、Ｒ116及びＲ117は、独立して、水素原子、１ないし１８個の炭素原子
を有する直鎖又は枝分かれ鎖のアルキル基、２ないし１２個の炭素原子を有する直鎖又は
枝分かれ鎖のアルケニル基、５ないし１２個の炭素原子を有するシクロアルキル基、７な
いし１５個の炭素原子を有するフェニルアルキル基、フェニル基、又は、１ないし４個の
炭素原子を有するアルキル基１ないし３個によってフェニル環上を置換された前記フェニ
ル基又は前記フェニルアルキル基又は－ＯＨ、－ＯＲ119又は－ＮＨ2基の１個以上又はそ
れらの混合によって置換された前記アルキル基、又は、－Ｏ－、－ＮＨ－又は－ＮＲ119

－基の１個以上又はそれらの混合によって中断され、かつ未置換であり得るか又は－ＯＨ
、－ＯＲ119又は－ＮＨ2基の１個以上又はそれらの混合によって置換され得る前記アルキ
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ル基又は前記アルケニル基を表わし、
　Ｒ119は、１ないし１２個の炭素原子を有する直鎖又は枝分かれ鎖のアルキル基を表わ
し、
　アルカリ金属水酸化物は、水酸化ナトリウム又は水酸化カリウムであり、
　アルカリ土類金属水酸化物は、水酸化マグネシウム又は水酸化カルシウムであり、
　ＨＹは、無機酸又は有機酸（ここで、カチオンの総電荷は、アニオンの総電荷と等しい
。）を表わし、
　Ｙは、ホスフェート、ホスホネート、カーボネート、バイカーボネート、クロリド、ブ
ロミド、ビスルフェート、スルフェート、ボレート、ホルメート、アセテート、ベンゾエ
ート、シトレート、オキサレート、タータレート、アクリレート、フマレート、マレエー
ト、イタコネート、グリコレート、グルコネート、マレート、マンデレート、チグレート
、アスコルベート、ニトリロ三酢酸のカルボキシレート、ヒドロキシエチルエチレンジア
ミン三酢酸のカルボキシレート、エチレンジアミン四酢酸のカルボキシレート、ジエチレ
ントリアミン五酢酸のカルボキシレート、ジエチレンジアミン四酢酸のカルボキシレート
、ジエチレントリアミン五酢酸のカルボキシレート、アルキルスルホネート、アリールス
ルホネート又はアルキル置換アリールスルホネートを表わす。］からなる群から選択され
る成分（ｂ）の式（Ｉ）で表わされる化合物である。
【００４０】
　また、本発明の他の態様は、（Ａ*）、（Ｂ*）（Ｃ*）（Ｄ*）（Ｑ*）及び（Ｒ*）
［式中、
　Ｅは、１ないし１０個の炭素原子を有するアルコキシ基、５ないし８個の炭素原子を有
するシクロアルコキシ基又は７ないし１２個の炭素原子を有するアラルコキシ基を表わす
か、又は、Ｅは、－Ｏ－Ｔ－（ＯＨ）b

（式中、Ｔは、１ないし１０個の炭素原子を有する直鎖又は枝分かれ鎖のアルキレン基、
５ないし１０個の炭素原子を有するシクロアルキレン基、５ないし１０個の炭素原子を有
するシクロアルケニレン基、フェニル基によって又は１ないし４個の炭素原子を有するア
ルキル基１又は２個で置換されたフェニル基によって置換された１ないし４個の炭素原子
を有する直鎖又は枝分かれ鎖のアルキレン基を表わし、
　ｂは、１、２又は３を表わすが、但し、ｂは、Ｔの炭素原子の数を越えず、かつ、ｂが
２又は３を表わす場合、各ヒドロキシル基はＴの異なる炭素原子に結合する。）を表わし
、
　Ｒは、水素原子を表わし、
　式（Ａ*）においては、
　ｎは、１を表わし、
　Ｒ1は、水素原子、１ないし４個の炭素原子を有するアルキル基、グリシジル基、１又
は２個の酸素原子によって中断された２ないし４個の炭素原子を有するアルキル基、１又
は２個のヒドロキシル基によって置換された又は１又は２個の酸素原子によって中断され
、かつ１又は２個のヒドロキシル基によって置換された前記アルキル基を表わすか、又は
、
　Ｒ1は、－ＣＯＯＺ（式中、Ｚは、水素原子又は１ないし４個の炭素原子を有するアル
キル基を表わす。）によって置換された１ないし４個の炭素原子を有するアルキル基を表
わし、
　式（Ｂ*）においては、
　ｍは、１又は２を表わし、
　Ｒ2は、１ないし４個の炭素原子を有するアルキル基を表わすか、又は、Ｒ2は、ＣＨ2

（ＯＣＨ2ＣＨ2）nＯＣＨ3（式中、ｎは１ないし４を表わす。）を表わし、
　ｍが２を表わす場合、
　Ｒ2は、１ないし８個の炭素原子を有するアルキレン基を表わし、
　式（Ｃ*）においては、
　Ｒ10は、水素原子又は１又は２個の炭素原子を有するアルカノイル基を表わし、
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　ｘは、１又は２を表わし、
　ｘが１を表わす場合、
　Ｒ11は、水素原子、１ないし４個の炭素原子を有するアルキル基又はグリシジル基を表
わすか、又は、
　Ｒ11は、－ＣＯＯＺ（式中、Ｚは、水素原子又は１ないし４個の炭素原子を有するアル
キル基を表わす。）によって置換された１ないし４個の炭素原子を有するアルキル基を表
わし、
　ｘが２を表わす場合、
　Ｒ11は、１ないし６個の炭素原子を有するアルキレン基を表わし、
　式（Ｄ*）においては、
　Ｒ10は、水素原子を表わし、
　ｙは、１又は２を表わし、
　Ｒ12は、上記のＲ2で定義した通りであり、
　ｘが１を表わす場合、
　Ｒ11は、水素原子、１ないし６個の炭素原子を有するアルキル基又はグリシジル基を表
わすか、又は、
　Ｒ11は、カルボキシ基によって又は－ＣＯＯＺ（式中、Ｚは、水素原子又は１ないし４
個の炭素原子を有するアルキル基を表わす。）によって置換された１ないし４個の炭素原
子を有するアルキル基を表わし、
　ｘが２を表わす場合、
　Ｒ11は、１ないし６個の炭素原子を有するアルキレン基を表わし、
　式（Ｄ*）においては、
　Ｒ10は、水素原子を表わし、
　ｙは、１又は２を表わし、
　Ｒ12は、上記のＲ2で定義した通りであり、
　式（Ｙ*）及び（Ｚ*）においては、
　ｘは、１又は２を表わし、
　ｘが１を表わす場合、
　Ｒ1及びＲ2は、独立して、１ないし４個の炭素原子を有するアルキル基を表わすか、又
は、Ｒ1及びＲ2は、一緒になって、テトラメチレン基又はペンタメチレン基を表わし、
　Ｒ2は、水素原子又は１ないし４個の炭素原子を有するアルキル基、ヒドロキシル基に
よって置換された前記アルキル基を表わし、
　ｘが２を表わす場合、
　Ｒ1は、水素原子、１ないし４個の炭素原子を有するアルキル基、ヒドロキシル基によ
って置換された前記アルキル基を表わし、
　Ｒ2は、２ないし６個の炭素原子を有するアルキレン基を表わし、
　Ｒ3は、上記で定義した通りであり、
　ＢＭは、アルカリ金属水酸化物、アルカリ土類金属水酸化物及びアミンからなる群から
選択された塩基物質を表わし、
　アミンは、Ｒ115－Ｎ（Ｒ116）－Ｒ117であり、
　ここで、Ｒ115、Ｒ116及びＲ117は、独立して、水素原子、１ないし１２個の炭素原子
を有する直鎖又は枝分かれ鎖のアルキル基又は－ＯＨ、－ＯＲ119又は－ＮＨ2基の１個以
上又はそれらの混合によって置換された前記アルキル基、又は、－Ｏ－、－ＮＨ－又は－
ＮＲ119－基の１個以上又はそれらの混合によって中断され、かつ未置換であり得るか又
は－ＯＨ、－ＯＲ119又は－ＮＨ2基の１個以上又はそれらの混合によって置換され得る前
記アルキル基を表わし、
　Ｒ119は、１ないし８個の炭素原子を有する直鎖又は枝分かれ鎖のアルキル基を表わし
、
　アルカリ金属水酸化物は、水酸化ナトリウム又は水酸化カリウムであり、
　アルカリ土類金属水酸化物は、水酸化カルシウムであり、
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　ＨＹは、無機酸又は有機酸（ここで、カチオンの総電荷は、アニオンの総電荷と等しい
。）を表わし、
　Ｙは、ホスフェート、ホスホネート、カーボネート、バイカーボネート、クロリド、ブ
ロミド、ビスルフェート、スルフェート、ボレート、ホルメート、アセテート、ベンゾエ
ート、シトレート、オキサレート、タータレート、アスコルベート、アクリレート、フマ
レート、マレエート、イタコネート、グリコレート、グルコネート、マレート、マンデレ
ート、チグレート、ニトリロ三酢酸のカルボキシレート、ヒドロキシエチルエチレンジア
ミン三酢酸のカルボキシレート、エチレンジアミン四酢酸のカルボキシレート、ジエチレ
ントリアミン五酢酸のカルボキシレート、ジエチレンジアミン四酢酸のカルボキシレート
、ジエチレントリアミン五酢酸のカルボキシレート、アルキルスルホネート、アリールス
ルホネート又はアルキル置換アリールスルホネートを表わす。］からなる群から選択され
る成分（ｂ）の式（Ｉ）で表わされる化合物である。
【００４１】
　また、本発明の他の態様は、
（ａ）一ナトリウム１－メトキシ－２,２,６,６－テトラメチル－４－アセトキシピペリ
ジニウムシトレート；
（ｂ）一カリウム１－メトキシ－２,２,６,６－テトラメチル－４－アセトアミドピペリ
ジニウムホスフェート；
（ｃ）一アンモニウム１－ブトキシ－２,２,６,６－テトラメチル－４－アセトアミドピ
ペリジニウムスルフェート；
（ｄ）モノ－（Ｎ,Ｎ,Ｎ－トリエチルアンモニウム）１－フェノキシ－２,２,６,６－テ
トラメチル－４－メトキシ－ピペリジニウムタータレート；
（ｅ）モノ－［Ｎ,Ｎ－ジ－ｎ－ブチルアンモニウム］１－エトキシ－２,２,６,６－テト
ラメチル－４－アセトキシピペリジニウムマレエート；
（ｆ）モノ－［Ｎ,Ｎ,Ｎ－（２－ヒドロキシエチル）アンモニウム］１－メトキシ－２,
２,６,６－テトラメチル－４－プロポキシ－ピペリジニウムオキサレート；
（ｇ）一ナトリウム１－メトキシ－２,２,６,６－テトラメチル－４－（２－ヒドロキシ
－４－オキサペントキシ）ピペリジニウムカーボネート；
（ｈ）二カリウム１－（２－ヒドロキシ－２－メチルプロポキシ）－２,２,６,６－テト
ラメチル－４－ヒドロキシピペリジニウムシトレート；
（ｉ）一ナトリウムビス（１－（２－ヒドロキシ－２－メチルプロポキシ）－２,２,６,
６－テトラメチル－４－ヒドロキシピペリジニウム）シトレート；
（ｊ）二アンモニウム（１－（２－ヒドロキシ－２－メチルプロポキシ）－２,２,６,６
－テトラメチル－４－ヒドロキシピペリジニウム）シトレート；
（ｋ）一カリウム一ナトリウムビス（１－（２－ヒドロキシ－２－メチルプロポキシ）－
２,２,６,６－テトラメチル－４－ヒドロキシピペリジニウム）エチレンジアミンテトラ
アセテート；
（ｌ）一ナトリウムトリス（１－（２－ヒドロキシ－２－メチルプロポキシ）－２,２,６
,６－テトラメチル－４－アセトアミドピペリジニウム）エチレンジアミンテトラアセテ
ート；
（ｍ）一カルシウムビス（１－（２－ヒドロキシ－２－メチルプロポキシ）－２,２,６,
６－テトラメチル－４－オキソピペリジニウム）エチレンジアミンテトラアセテート；
（ｎ）モノアンモニウムテトラ（１－（２－ヒドロキシ－２－メチルプロポキシ）－２,
２,６,６－テトラメチル－４－ヒドロキシピペリジニウム）ジエチレントリアミンペンタ
アセテート；
（ｏ）二ナトリウムトリス（１－（２－ヒドロキシ－２－メチルプロポキシ）－２,２,６
,６－テトラメチル－４－アセトアミドピペリジニウム）ジエチレントリアミンペンタア
セテート；
（ｐ）三カリウムジ（１－（２－ヒドロキシ－２－メチルプロポキシ）－２,２,６,６－
テトラメチル－４－オキソピペリジニウム）ジエチレントリアミンペンタアセテート；
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（ｑ）モノベンジルアンモニウムビス（１－（２－ヒドロキシ－２－メチルプロポキシ）
－２,２,６,６－テトラメチル－４－ヒドロキシピペリジニウム）ニトリロトリアセテー
ト；
（ｒ）ジ－［Ｎ,Ｎ－ジエチルアンモニウム］モノ（１－（２－ヒドロキシ－２－メチル
プロポキシ）－２,２,６,６－テトラメチル－４－アセトアミドピペリジニウム）ニトリ
ロトリアセテート；
（ｓ）一ナトリウムビス（１－（２－ヒドロキシ－２－メチルプロポキシ）－２,２,６,
６－テトラメチル－４－オキソピペリジニウム）ニトリロトリアセテート；
（ｔ）二アンモニウムトリス（１－（２－ヒドロキシ－２－メチルプロポキシ）－２,２,
６,６－テトラメチル－４－ヒドロキシピペリジニウム）ジエチレントリアミンペンタメ
チレンホスホネート；
（ｕ）一ナトリウムテトラ（１－（２－ヒドロキシ－２－メチルプロポキシ）－２,２,６
,６－テトラメチル－４－アセトアミドピペリジニウム）ジエチレントリアミンペンタメ
チレンホスホネート；及び、
（ｖ）三カリウムビス（１－（２－ヒドロキシ－２－メチルプロポキシ）－２,２,６,６
－テトラメチル－４－オキソピペリジニウム）ジエチレントリアミンペンタメチレンホス
ホネート
からなる群から選択される成分（ｂ）の式（Ｉ）で表わされる化合物である。
【００４２】
　成分（ｂ）の式（Ｉ）で表わされる化合物は、当該技術で既知の方法又はこれらの方法
に類似した方法に従って製造され得る。例えば、これらの化合物は、参照としてここに組
み込まれる米国特許第６，３９２，０４１号明細書；米国特許第６，５８６，５０７号明
細書；米国特許第６，１６６，２１２号明細書；米国特許第５，３７４，７２９号明細書
；米国特許第５，０１５，６８３号明細書；米国特許第５，０２１，４８３号明細書；米
国特許第４，９２１，９６２号明細書；米国特許第５，１１２，８９０号明細書及び米国
特許第５，２０４，４７３号明細書に従って製造され得る。
【００４３】
　本発明の組成物は、更なる慣用の添加剤、例えば紫外線（ＵＶ）吸収剤及び抗酸化剤を
含み得る。
【００４４】
　本発明は、
（ａ）ボディケア製品、家庭用製品、織物又は繊維、
（ｂ）式（Ｉ）で表わされる化合物１種以上の有効安定化量、及び
（ｃ）紫外線吸収剤、抗酸化剤、トコフェロール、トコフェロールアセテート、ヒンダー
ドアミン光安定剤、錯体形成剤、蛍光増白剤、表面活性剤及びポリ有機シロキサンからな
る群から選択される１種以上の化合物
を含む安定化組成物に関する。
【００４５】
　本発明の成分（ｃ）の更なる添加剤は、例えば、国際公開第００／２５７３０号パンフ
レット及び国際公開第００／２５７３１号パンフレットとして公開された２００１年５月
１日に出願された同時係属米国特許出願０９／８３０，７８８号及び２００１年５月１日
に出願された同時係属米国特許出願０９／８３０，７８７号に開示されるものである。こ
れらの同時係属出願の開示は、参照としてここに組み込まれる。
【００４６】
　ＵＶ吸収剤は、例えば２Ｈ－ベンゾトリアゾール、ｓ－トリアジン、ベンゾフェノン、
α－シアノアクリレート、オキサニリド、ベンズオキサジノン、ベンゾエート及びα－ア
ルキルシンナメートからなる群から選択される。
【００４７】
　ＵＶ吸収剤は、例えば２，４，６－トリス（２－ヒドロキシ－４－オクチルオキシフェ
ニル）－１，３，５－トリアジン；２－（２，４－ジヒドロキシフェニル）－４，６－ビ
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ス（２，４－ジメチルフェニル）－１，３，５－トリアジン；２，４－ビス（２－ヒドロ
キシ－４－プロピルオキシフェニル）－６－（２，４－ジメチルフェニル）－１，３，５
－トリアジン；２－（２－ヒドロキシ－４－オクチルオキシフェニル）－４，６－ビス（
４－メチルフェニル）－１，３，５－トリアジン；２－（２－ヒドロキシ－４－ドデシル
オキシフェニル）－４，６－ビス（２，４－ジメチルフェニル）－１，３，５－トリアジ
ン；２－［２－ヒドロキシ－４－（２－ヒドロキシ－３－ブチルオキシプロピルオキシ）
フェニル］－４，６－ビス（２，４－ジメチルフェニル）－１，３，５－トリアジン；２
－［２－ヒドロキシ－４－（２－ヒドロキシ－３－オクチルオキシプロピルオキシ）フェ
ニル］－４，６－ビス（２，４－ジメチルフェニル）－１，３，５－トリアジン；２－［
２－ヒドロキシ－４－（２－ヒドロキシ－３－トリデシルオキシ－プロピルオキシ）フェ
ニル］－４，６－ビス（２，４－ジメチルフェニル）－１，３，５－トリアジン；５－ク
ロロ－２－（２－ヒドロキシ－３，５－ジ－第三ブチルフェニル）－２Ｈ－ベンゾトリア
ゾール；２－（２－ヒドロキシ－３－ドデシル－５－メチルフェニル）－２Ｈ－ベンゾト
リアゾール；５－クロロ－２－（２－ヒドロキシ－３－第三ブチル－５－メチルフェニル
）－２Ｈ－ベンゾトリアゾール；ビス－（３－（２Ｈ－ベンゾトリアゾリ－２－イル）－
２－ヒドロキシ－５－第三オクチル）メタン；２－（２－ヒドロキシ－３，５－ジ－第三
ブチルフェニル）－２Ｈ－ベンゾトリアゾール；２－（２－ヒドロキシ－３，５－ジ－第
三アミルフェニル）－２Ｈ－ベンゾトリアゾール；２－（２－ヒドロキシ－３，５－ジ－
α－クミルフェニル）－２Ｈ－ベンゾトリアゾール；２－（２－ヒドロキシ－３－α－ク
ミル－５－第三オクチルフェニル）－２Ｈ－ベンゾトリアゾール；２－（２－ヒドロキシ
－５－第三オクチルフェニル）－２Ｈ－ベンゾトリアゾール；３－（２Ｈ－ベンゾトリア
ゾリ－２－イル）－４－ヒドロキシ－５－（１－メチルプロピル）－ベンゼンスルホン酸
一ナトリウム塩；３－第三ブチル－４－ヒドロキシ－５－（２Ｈ－ベンゾトリアゾリ－２
－イル）－ヒドロ桂皮酸及びナトリウム塩；１２－ヒドロキシ－３，６，9－トリオキサ
ドデシル３－第三ブチル－４－ヒドロキシ－５－（２Ｈ－ベンゾトリアゾリ－２－イル）
－ヒドロシンナメート；オクチル３－第三ブチル－４－ヒドロキシ－５－（２Ｈ－ベンゾ
トリアゾリ－２－イル）－ヒドロシンナメート；４，６－ビス（２，４－ジメチルフェニ
ル）－２－（４－（３－ドデシルオキシ*－２－ヒドロキシプロポキシ）－２－ヒドロキ
シフェニル）－ｓ－トリアジン （*は、炭素原子数１２ないし１４のオキシ異性体の混合
物を表わす。）；４，６－ビス（２，４－ジメチルフェニル）－２－（４－オクチルオキ
シ－２－ヒドロキシフェニル）－ｓ－トリアジン；２，４－ジヒドロキシベンゾフェノン
；２，２’－ジヒドロキシ－４，４’－ジメトキシ－５，５’－ジスルホベンゾフェノン
、二ナトリウム塩；２－ヒドロキシ－４－オクチルオキシベンゾフェノン；２－ヒドロキ
シ－４－ドデシルオキシベンゾフェノン；２，４－ジヒドロキシベンゾフェノン；２，２
’，４，４’－テトラヒドロキシベンゾフェノン；４－アミノ安息香酸；２，３－ジヒド
ロキシプロピル－４－アミノ安息香酸；３－（４－イミダゾリル）アクリル酸；２－フェ
ニル－５－ベンズイミダゾールスルホン酸；Ｎ，Ｎ，Ｎ－トリメチル－α－（２－オキソ
－３－ボルニリデン）－ｐ－トルイジニウムメチル スルフェート；５－ベンゾイル－４
－ヒドロキシ－２－メトキシベンゼンスルホン酸、ナトリウム塩；３－（４－ベンゾイル
－３－ヒドロキシフェノキシ）－２－ヒドロキシ－Ｎ，Ｎ，Ｎ－ トリメチル－１－プロ
パンアミニウムクロリド；３－［４－（２Ｈ－ベンゾトリアゾリ－２－イル）－３－ヒド
ロキシフェノキシ］－２－ヒドロキシ－Ｎ，Ｎ，Ｎ－トリメチル－１－プロパンアミニウ
ム、クロリド；２－（２－ヒドロキシ－５－メチルフェニル）－２Ｈ－ベンゾトリアゾー
ル；又は２，２’－ジヒドロキシ－４，４’－ジメトキシベンゾフェノン （ユビヌル（
登録商標：Ｕｖｉｎｕｌ）３０４９）である。
【００４８】
　例えば、適当なＵＶ吸収剤は、３－（２Ｈ－ベンゾトリアゾリ－２－イル）－４－ヒド
ロキシ－５－（１－メチルプロピル）－ベンゼンスルホン酸一ナトリウム塩；３－第三ブ
チル－４－ヒドロキシ－５－（２Ｈ－ベンゾトリアゾリ－２－イル）－ヒドロ桂皮酸及び
ナトリウム塩；２－（２－ヒドロキシ－３，５－ジ－第三ブチルフェニル）－２Ｈ－ベン
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ゾトリアゾール；２－（２－ヒドロキシ－３，５－ジ－第三アミルフェニル）－２Ｈ－ベ
ンゾトリアゾール；４，６－ビス（２，４－ジメチルフェニル）－２－（４－（３－ドデ
シルオキシ*－２－ヒドロキシプロポキシ）－２－ヒドロキシフェニル）－ｓ－トリアジ
ン（*は、炭素原子数１２ないし１４のオキシ異性体の混合物）；１２－ヒドロキシ－３
，６，９－トリオキサドデシル３－第三ブチル－４－ヒドロキシ－５－（２Ｈ－ベンゾト
リアゾリ－２－イル）－ヒドロシンナメート；２，４－ジヒドロキシベンゾフェノン；２
，２’－ジヒドロキシ－４，４’－ジメトキシ－５，５’－ジスルホベンゾフェノン、二
ナトリウム塩；２，２’，４，４’－テトラヒドロキシベンゾフェノン；３－（４－ベン
ゾイル－３－ヒドロキシフェノキシ）－２－ヒドロキシ－Ｎ，Ｎ，Ｎ－トリメチル－１－
プロパンアミニウムクロリド；３－［４－（２Ｈ－ベンゾトリアゾリ－２－イル）－３－
ヒドロキシフェノキシ］－２－ヒドロキシ－Ｎ，Ｎ，Ｎ－トリメチル－１－プロパンアミ
ニウム、クロリド；５－ベンゾイル－４－ヒドロキシ－２－メトキシ－ベンゼンスルホン
酸、ナトリウム塩；又は２－（２－ヒドロキシ－３－α－クミル－５－第三オクチルフェ
ニル）－２Ｈ－ベンゾトリアゾールから選択される。
【００４９】
　更なる適当な抗酸化剤は、例えばヒンダードフェノール系及びベンゾフラノン安定剤か
ら選択される。
【００５０】
　適当な抗酸化剤は、例えば、
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【化１３】

からなる群から選択される。
【００５１】
　成分（ｃ）のヒンダードアミン光安定剤（ＨＡＬＳ）は、例えば既知の市販の化合物で
ある。それらは、例えば、ビス（２，２，６，６－テトラメチルピペリジニ－４－イル）
セバケート、ビス（２，２，６，６－テトラメチルピペリジニ－４－イル）スクシネート
、ビス（１，２，２，６，６－ペンタメチルピペリジニ－４－イル）セバケート、ｎ－ブ
チル－３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシベンジルマロン酸－ビス（１，２， ２
，６，６－ペンタメチルピペリジル）エステル、１－ヒドロキシエチル－２，２，６，６
－テトラメチル－４－ヒドロキシピペリジンとコハク酸の縮合物、Ｎ，Ｎ’－ビス（２，
２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）ヘキサメチレンジアミンと４－第三オクチ
ルアミノ－２，６－ジクロロ－１，３，５－ｓ－トリアジンの縮合物、トリス（２，２，
６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）ニトリロトリアセテート、テトラキス（２，２
，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）－１，２，３，４－ブタンテトラオエート、
１，１’－（１，２－エタンジイル）－ビス（３，３，５，５－テトラメチルピペラジノ
ン）、４－ベンゾイル－２，２，６，６－テトラメチルピペリジン、４－ステアリルオキ
シ－２，２，６，６－テトラメチルピペリジン、ビス（１，２，２，６，６－ペンタメチ
ルピペリジル）－２－ｎ－ブチル－２－（２－ヒドロキシ－３，５－ジ－第三ブチルベン
ジル）マロネート、３－ｎ－オクチル－７，７，９，９－テトラメチル－１，３，８－ト
リアザスピロ［４．５］デカン－２，４－ジオン、Ｎ，Ｎ－ビス（２，２，６，６－テト
ラメチル－４－ピペリジル）ヘキサメチレンジアミンと４－モルホリノ－２，６－ジクロ
ロ－１，３，５－トリアジンの縮合物、２－クロロ－４，６－ジ（４－ｎ－ブチルアミノ
－２，２，６，６－テトラメチルピペリジル）－１，３，５－トリアジンと１，２－ビス
（３－アミノプロピルアミノ）エタンの縮合物、２－クロロ－４，６－ジ（４－ｎ－ブチ
ルアミノ－１，２，２，６，６－ペンタメチルピペリジル）－１，３，５－トリアジンと
１，２－ビス（３－アミノプロピルアミノ）エタンの縮合物、８－アセチル－３－ドデシ
ル－７，７，９，９－テトラメチル－１，３，８－トリアザスピロ［４．５］デカン－２
，４－ジオン、３－ドデシル－１－（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）
ピロリジン－２，５－ジオン、３－ドデシル－１－（１，２，２，６，６－ペンタメチル
－４－ピペリジル）－ピロリジン－２，５－ジオン、４－ヘキサデシルオキシ－２，２，
６，６－テトラメチルピペリジンと４－ステアリルオキシ－２，２，６，６－テトラメチ
ルピペリジンの混合物、Ｎ，Ｎ’－ビス（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジ
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ル）ヘキサメチレンジアミンと４－シクロヘキシルアミノ－２，６－ジクロロ－１，３，
５－トリアジンの縮合物、１，２－ビス（３－アミノプロピルアミノ）エタンと２，４，
６－トリクロロ－１，３，５－トリアジンと ４－ブチルアミノ－２，２，６，６－テト
ラメチルピペリジンの縮合物（ＣＡＳ登録番号：［１３６５０４－９６－６］）；（２，
２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）－ｎ－ドデシルスクシンイミド、（１，２
，２，６，６－ペンタメチル－４－ピペリジル）－ｎ－ドデシルスクシンイミド、２－ウ
ンデシル－７，７，９，９－テトラメチル－１－オキサ－３，８－ジアザ－４－オキソ－
スピロ［４，５］デカン、７，７，９，９－テトラメチル－２－シクロウンデシル－１－
オキサ－３，８－ジアザ－４－オキソスピロ［４，５］デカン とエピクロロヒドリンの
反応生成物、テトラ（２，２，６，６－テトラメチルピペリジニ－４－イル）－ブタン－
１，２，３，４－テトラカルボキシレート、テトラ（１，２，２，６，６－ペンタメチル
ピペリジニ－４－イル）－ブタン－１，２，３，４－テトラカルボキシレート、２，２，
４，４－テトラメチル－７－オキサ－３，２０－ジアザ－２１－オキソ－ジスピロ［５．
１．１１．２］－ヘネイコサン、８－アセチル－３－ドデシル－１，３，８－トリアザ－
７，７，９，９－テトラメチルスピロ［４，５］－デカン－２，４－ジオン、
【化１４】
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【化１５】

からなる群から選択される。
【００５２】
　成分（ｃ）の錯体形成体は、例えば窒素含有錯体形成体又はポリアニオンから誘導され
た天然の多糖類、例えばホスフェート基、ホスホネート基又はメチルホスホネート基を含
有するもの、例えば、スルホキチン、カルボキシメチルキチン、ホスホキチン等のキチン
誘導体又はスルホキトサン、カルボキシメチルキトサン又はホスホキトサン等のキトサン
誘導体である。
【００５３】
　錯体形成体は、例えばエチレンジアミン四酢酸（ＥＤＴＡ）、ニトリロ三酢酸（ＮＴＡ
）、β－アラニン二酢酸（ＥＤＥＴＡ）又はエチレンジアミン二コハク酸（ＥＤＤＳ）、
【化１６】

、式
【化１７】

で表わされるアミントリメチレンリン酸（ＡＴＭＰ）、式
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【化１８】

で表わされるセリン二酢酸（ＳＤＡ）、式
【化１９】

で表わされるアスパラギン二酢酸及び式
【化２０】

で表わされるメチルグリシン二酢酸（ＭＧＤＡ）からなる群から選択される。
【００５４】
　本発明の安定剤系は、バス及びシャワー製品、香料及び芳香物質を含む製剤、ヘアケア
製品、歯磨剤、脱臭及び発汗抑制剤、化粧品（ｄｅｃｏｒａｔｉｖｅ　ｐｒｅｐａｒａｔ
ｉｏｎ）、光保護配合物及び活性成分含有製剤等のボディケア製品を安定化するために、
特にスキンケア製品における使用のために特に適当である。
【００５５】
　適当なスキンケア製品は、特に、ボディオイル、ボディローション、ボディゲル、トリ
ートメントクリーム、皮膚保護用軟膏、シェービングフォーム又はゲル等のシェービング
製剤及びベビーパウダー等のスキンパウダー、モイスチャーゲル、モイスチャースプレー
、リバイタルボディスプレー（ｒｅｖｉｔａｌｉｓｉｎｇ　ｂｏｄｙ　ｓｐｒａｙ）、セ
ルライトゲル及びピーリング製剤である。
【００５６】
　香料及び芳香物質を含む製剤は、特に香水、芳香剤、化粧水及びシェービングローショ
ン（アフターシェービング製剤）である。
【００５７】
　適当なヘアケア製品は、例えばヒト及び動物用、特に犬用のシャンプー、ヘアーコンデ
ィショナー、ヘアスタイリング製品及びヘアトリートメント製品、パーマ剤、ヘアスプレ
ー及びラッカー、ヘアゲル、毛髪固定剤及び毛髪染色剤又は毛髪脱色剤である。
【００５８】
　適当な歯磨剤は、特に練り歯磨き、歯磨き粉、マウスウォッシュ、マウスリンス、抗歯
垢製剤及び入れ歯洗浄剤である。
【００５９】
　適当な化粧品は、特にリップスティック、マニキュア液、アイシャドー、マスカラ、ド
ライメーキャップ（ｄｒｙ　ｍａｋｅ－ｕｐ）及びモイストメーキャップ（ｍｏｉｓｔ　
ｍａｋｅ－ｕｐ）、ルージュ、パウダー、脱毛剤及び日焼け止めローションである。
【００６０】
　活性成分を含有する適当な化粧品製剤は、特にホルモン製剤、ビタミン製剤、野菜抽出
物製剤（ｖｅｇｅｔａｂｌｅ　ｅｘｔｒａｃｔ　ｐｒｅｐａｒａｔｉｏｎ）及び抗菌製剤
である。
【００６１】
　本発明のボディケア製品は、クリーム、軟膏、ペースト、フォーム、ゲル、ローション
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、パウダー、メーキャップ、スプレー、スティック又はエアロゾルの形態であり得る。本
発明の安定剤系は、油相又は水相又は水／アルコール相中に存在し得る。
【００６２】
　成分（ｂ）の添加剤は、例えば、配合物の総質量に基づき約５ないし約１００００ｐｐ
ｍ、例えば約１０ないし約５０００ｐｐｍ、例えば約１００ないし約５０００ｐｐｍの濃
度において、ボディケア製品及び家庭用製品中に存在する。例えば、成分（ｂ）の添加剤
は、配合物の総質量に基づき約５、１０、１５、２０、２５、３５、４０、４５又は５０
ｐｐｍの濃度において、ボディケア製品及び家庭用製品中に存在する。例えば、成分（ｂ
）の添加剤は、本発明の配合物（組成物）中に約５ないし約５０００ｐｐｍ存在する。
【００６３】
　成分（ｂ）の添加剤が使用時に繊維上に沈着するところの洗濯洗剤、繊維柔軟剤又は他
の製品は、本発明の家庭用製品とみなされ、かつ上記濃度レベルもまた、本発明の家庭用
製品に関連する。成分（ｂ）の本発明の添加剤は、洗濯洗剤及び繊維柔軟剤並びにそれに
より処理された繊維の安定化において効果的である。
【００６４】
　クリームは、５０％以上の水を含む水中油エマルジョンである。ここで使用される油含
有基剤は、通常、主に脂肪アルコール、例えばラウリル、セチル又はステアリルアルコー
ル、脂肪酸、例えばパルミチン酸又はステアリン酸、液体及び固体ワックス、例えばイソ
プロピルミリステート又は蜜蝋及び／又は炭化水素化合物、例えばパラフィンオイルであ
る。適当な乳化剤は、対応する非イオン性乳化剤等の主として親水性を有する界面活性剤
、例えば、ポリグリセロール脂肪酸エステル又はポリオキシエチレンソルビタン脂肪酸エ
ーテル（トゥィーン（登録商標：Ｔｗｅｅｎ））等のポリアルコールのエチレンオキシド
付加物の脂肪酸エステル；ポリオキシエチレン脂肪アルコールエーテル又はそれらのエス
テル又は対応するイオン性乳化剤、例えば、通常、セチルアルコール又はステアリルアル
コール等の脂肪アルコールと一緒に使用される、脂肪アルコールスルホネートのアルカリ
金属塩、セチル硫酸ナトリウム又はステアリル硫酸ナトリウムである。更に、クリームは
、蒸発中の水損失を減少させる薬剤、例えばグリセロール、ソルビトール、プロピレング
リコール及び／又はポリエチレングリコール等のポリアルコールを含む。
【００６５】
　軟膏は、７０％までの、例えば２０ないし５０％を超えない量の水又は水相を含む油中
水エマルジョンである。油含有相は、主に、例えば、ヒドロキシ化合物、例えば、吸水性
を改善するためのセチルアルコール又は羊毛脂等の脂肪アルコール又はそれらのエステル
を含むパラフィンオイル及び／又は固体パラフィン等の炭化水素を含む。乳化剤は、対応
する親油性物質、例えばソルビタン脂肪酸エステルである。更に、軟膏は、ポリアルコー
ル、例えばグリセロール、プロピレングリコール、ソルビトール及び／又はポリエチレン
グリコール等の保湿剤並びに防腐剤を含む。
【００６６】
　リッチクリーム（ｒｉｃｈ　ｃｒｅａｍ）は、無水配合物であり、かつパラフィン、天
然又は半合成脂肪、例えばココナッツ脂肪酸トリグリセリド、又は、例えば硬化油及びグ
リセロール半脂肪酸エステル等の炭化水素化合物に基づいて製造される。
【００６７】
　ペーストは、分泌物を吸収する粉末状の成分、例えば二酸化チタン又は酸化亜鉛等の金
属酸化物及びまた水分又は吸収された分泌物と結合する獣脂及び／又はアルミニウムシリ
ケートを含むクリーム及び軟膏である。
【００６８】
　フォームは、エアロゾル形態の液体の水中油エマルジョンである。炭化水素化合物は、
例えばパラフィンオイル、セチルアルコール等の脂肪アルコール、イソプロピルミリステ
ート等の脂肪酸エステル及び／又はワックスは、とりわけ油含有相のために使用される。
適当な乳化剤は、とりわけ、主に親水性を有する乳化剤、例えばポリオキシエチレンソル
ビタン脂肪酸エステルの混合物、及びまた、主に親油性を有する乳化剤、例えばソルビタ
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ン脂肪酸エステルである。市販で入手可能な添加剤、例えば防腐剤が、通常、更に使用さ
れる。
【００６９】
　ゲルは、特に、ゲル形成体が分散又は膨張されるところの活性物質、特にセルロースエ
ーテル、例えばメチルセルロース、ヒドロキシエチルセルロース、カルボキシメチルセル
ロース又は植物性親水コロイド、例えばアルギン酸ナトリウム、トラガカント又はアラビ
アゴム及びポリアクリレート増粘剤系の水性溶液又は懸濁液である。ゲルは、例えば、更
に、保湿剤及び湿潤剤としてプロピレングリコール又はグリセロール等の多価アルコール
、ポリオキシエチレンソルビタン脂肪酸エステル等を含む。ゲルは、更に、ベンジルアル
コール、フェネチルアルコール、フェノキシエタノール等の市販で入手可能な防腐剤を含
む。
【００７０】
　以下は、本発明のボディケア製品及びそれらの成分の例のリストである。
　ボディケア製品　　　　成分
　保湿クリーム　　　　　植物油、乳化剤、増粘剤、香料、水、抗酸化剤、
　　　　　　　　　　　　ＵＶ吸収剤
　シャンプー　　　　　　界面活性剤、乳化剤、防腐剤、香料、抗酸化剤、
　　　　　　　　　　　　ＵＶ吸収剤
　歯磨き粉　　　　　　　洗浄剤、増粘剤、甘味料、香味料、着色剤、抗酸化剤、
　　　　　　　　　　　　水、ＵＶ吸収剤
　リップケアスティック　植物油、ワックス、ＴｉＯ2、抗酸化剤、ＵＶ吸収剤
【００７１】
　本発明のボディケア製品、家庭用製品、織物及び繊維は、これらの製品中に存在する成
分の変色及び化学分解に対して高い安定性を有する。例えば、染料を含む本発明の組成物
は、優れた色安定性を有することが分かる。
【００７２】
　従って、本発明は、更に、
（ａ）ボディケア製品、家庭用製品、織物又は繊維、
（ｂ）１種以上の式（Ｉ）で表わされる化合物の有効安定化量、及び、
（ｄ）染料
を含む安定化組成物に関する。
【００７３】
　本発明に従った染料は、例えば、
－無機顔料、例えば酸化鉄（弁柄、鉄黄、黒色酸化鉄等）、ウルトラマリン（Ｕｌｔｒａ
ｍａｒｉｎｅ）、クロムオキシドグリーン（ｃｈｒｏｍｉｕｍ　ｏｘｉｄｅ　ｇｒｅｅｎ
）又はカーボンブラック；
－天然又は合成有機顔料；
－ＨＣ系の直接毛髪染料、例えばＨＣ　レッド　Ｎｏ．３（ＨＣ　Ｒｅｄ　Ｎｏ．３）、
ＨＣ　ブルー　Ｎｏ．２（ＨＣ　Ｂｌｕｅ　Ｎｏ．２）等の溶媒中に溶解され得る分散染
料及びＩｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｃｏｓｍｅｔｉｃ　Ｉｎｇｒｅｄｉｅｎｔ　Ｄｉｃ
ｔｉｏｎａｒｙ　ａｎｄ　Ｈａｎｄｂｏｏｋ、第７版　１９９９７に列挙された全ての他
の毛髪染料又はＣｏｌｏｒ　Ｉｎｄｅｘ　Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　ｏｒ　Ｓｏｃｉ
ｅｔｙ　ｏｆ　Ｄｙｅｒｓ　ａｎｄ　Ｃｏｌｏｕｒｉｓｔｓに列挙された分散染料；
－色ニス（溶解性染料の不溶性塩、例えば、アニオン性染料のＣａ－、Ｂａ－又はＡｌ－
塩等）；
－溶解性のアニオン性又はカチオン性染料、例えば、酸性染料（アニオン性）、塩基性染
料（カチオン性）、直接染料、反応性染料又は溶媒染料
である。
【００７４】
　一般に、家庭用製品及びボディケア製品の着色のために、電磁放射線の可視光（約４０
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００ないし７００ｎｍの波長）において吸収を有する全ての物質が適当である。吸収は、
しばしば、以下の発色団によってもたらされる：アゾ－（モノ－、ジ－、トリス－又はポ
リ－）スチルベン－、カロテノイド－、ジアリールメタン－、トリアリールメタン－、キ
サンテン－、アクリジン－、キノリン、メチン－（またポリメチン－）、チアゾール－、
インダミン－、インドフェノール－、アジン－、オキサジン、チアジン－、アントラキノ
ン－、インジゴイド－、フタロシアニン－及び更なる合成、天然及び／又は無機発色団。
【００７５】
　本発明の安定剤系はまた、家庭用洗剤及び処理剤、例えば洗濯用製品及び繊維柔軟剤、
液体洗剤及び精錬剤、ガラス用洗剤、中性洗浄剤（多目的洗浄剤）、酸性の家庭用洗浄剤
（浴槽用）、浴室用洗浄剤、例えば、洗浄剤、すすぎ剤、及び食器用洗剤、台所用洗浄剤
及びオーブン用洗浄剤、透明すすぎ剤（ｃｌｅａｒ　ｒｉｎｓｉｎｇ　ａｇｅｎｔ）、食
器洗い機用洗剤、靴磨き剤、研磨ワックス、床用洗剤及び研磨剤、金属、ガラス及びセラ
ミック用洗浄剤、織物ケア製品（ｔｅｘｔｉｌｅ－ｃａｒｅ　ｐｒｏｄｕｃｔ）、じゅう
たん用洗浄剤及びカーペットシャンプー、さび、着色及びしみを除去するための薬剤（し
み抜き塩）、家具用研磨剤及び多目的研磨剤及び、革及びビニルドレッシング剤（ｌｅａ
ｔｈｅｒ　ａｎｄ　ｖｉｎｙｌ　ｄｒｅｓｓｉｎｇ　ａｇｅｎｔ）（革及びビニルスプレ
ー）及び、固体及び液体芳香剤中に使用される。
【００７６】
　本発明はまた、排水管洗浄剤、殺菌剤溶液、布製家具洗浄剤、自動車ケア製品（例えば
、塗料、タイヤ、クロム、ビニル、革、織物、ゴム、プラスチック及び繊維を洗浄及び／
又は研磨及び保護するための）、ディグリーザー、研磨剤（ガラス、木材、革、プラスチ
ック、大理石、花崗岩及びタイル等）及び金属研磨剤及び洗浄剤等の家庭用ケア製品及び
織物ケア製品に関する。抗酸化剤は、上記製品並びに乾燥機用シート中の香料を保護する
ために適当である。本発明はまた、ろうそく、ゲルろうそく、芳香剤及び芳香オイル（家
庭用）等の家庭用ケア製品に関する。
【００７７】
　本発明の安定剤は、繊維ケアとして言及される繊維の使用後に行う繊維処理に使用され
得る。このような処理は、洗剤及び／又は柔軟剤を使用する洗濯、及び、スプレー式製品
等の非洗剤ベースの繊維仕上げ剤の適用を含む。この方法が使用された場合、本発明の安
定剤は、繊維上に沈着し、環境損害から、前記のこれらの繊維に関連した繊維、着色剤及
び香料を保護するために使用される。
【００７８】
　家庭用洗剤及び処理剤の典型的な例は以下の通りである：
【表１】

【００７９】
　本発明の安定剤は、例えば、高温が必要とされるところの油相又はアルコール相又は水
相における溶解によって配合される。
【００８０】
　本発明はまた、ボディケア製品、家庭用製品、織物又は繊維を安定化するための方法で
あって、式（ＩＩＩ）ないし（ＩＩＩｃ）で表わされる化合物の１種以上を、例えば式（
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Ａ*）ないし（ＥＥ*）で表わされる化合物の１種以上を、ボディケア製品、家庭用製品、
織物又は繊維中に配合すること又はボディケア製品、家庭用製品、織物又は繊維に適用す
ることを含む方法に関する。
【００８１】
　安定化された繊維、例えば染色された繊維の場合、本発明の安定剤は、例えば、洗剤、
柔軟剤又は非洗剤ベースの繊維仕上げ剤からの沈着を通して適用される。
【００８２】
　本発明の繊維は、天然繊維又は合成繊維であり、織布又は不織布であり得る。
【００８３】
　本発明はまた、染料を含むボディケア製品、家庭用製品、織物又は繊維を安定化するた
めの方法であって、式（ＩＩＩ）ないし（ＩＩＩｃ）で表わされる化合物の１種以上を、
例えば式（Ａ*）ないし（ＥＥ*）で表わされる化合物の１種以上をボディケア製品、家庭
用製品、織物又は繊維中に配合すること又はボディケア製品、家庭用製品、織物又は繊維
に適用することを含む方法に関する。式（ＩＩＩ）ないし（ＩＩＩｃ）で表わされる安定
剤は、本発明の組成物中の染料の安定化に対して非常に効果的である。
【００８４】
　本発明の織物は、例えば織物繊維材料、例えば窒素含有又はヒドロキシ基含有繊維材料
、例えば、セルロース、絹、羊毛、合成ポリアミド、革及びポリウレタンから選択される
織物繊維材料である。綿、リンネル及び麻、パルプ及び再生セルロースも含む。セルロー
ス系ブレンド、例えば綿とポリアミドの混合物又は綿／ポリエステルブレンドも含む。
【００８５】
　本発明の添加剤は、例えば染色又は印刷プロセスにおいて、又は仕上げプロセスにおい
て布地に適用される。例えば、添加剤は、染料配合物の一部として適用され得る。添加剤
は、例えば、インクジェット印刷プロセスにおいて布地に適用され得る。添加剤は、例え
ば水性染料溶液又は印刷ペーストの一部として適用される。それらは、織物を塩を含み得
る水性染料溶液に浸たし、アルカリ処理後又はアルカリの存在下において、必要に応じて
、加熱作用を用いて又は室温で数時間貯蔵することによって染料及び添加剤を固定すると
ころの浸染法（ｅｘｈａｕｓｔ　ｍｅｔｈｏｄ）において又は、パッダー染色法（ｐａｄ
ｄｅｒ　ｄｙｅｉｎｇ　ｍｅｔｈｏｄ）による染色において適用され得る。固定後、染色
物又は印刷物は、必要に応じて、分散作用を有しかつ非固定部分の拡散を促進する試薬を
添加して、冷水及び温水で十分にすすぐ。
【００８６】
　布地に適用するための染料又はインク配合物は、例えば、米国特許第６，２８１，３３
９号明細書、６，３５３，０９４号明細書及び米国特許第６，３２３，３２７号明細書に
開示されるような更なる慣用の添加剤、例えば界面活性剤、消泡剤、抗菌剤等も含み得、
これらの開示は参照としてここに組み込まれる。
【００８７】
　以下の実施例で本発明を説明する。特に記載がない限り、パーセント（％）は質量％で
ある。
【００８８】
　約２０ｍＬの各水性試験配合物をボロシリケートガラス容器中に置いた。
【００８９】
　容器はまた、促進蛍光灯（ａｃｃｅｌｅｒａｔｅｄ　ｆｌｕｏｒｅｓｃｅｎｔ　ｌｉｇ
ｈｔｉｎｇ）（フィリップ社製、４０ワット、デイライト　デラックス（Ｄ６５）、光へ
十分な曝露）に曝露される。
【実施例】
【００９０】
　実施例１：



(40) JP 5259389 B2 2013.8.7

10

20

30

40

【化２１】

　４－ヒドロキシ－１－（２－ヒドロキシ－２－メチルプロポキシ）－２，２，６，６－
テトラメチルピペリジン（５ｇ、０．０２モル）、クエン酸（４．２９ｇ、０．０２モル
）、水（５０ｇ、２．８モル）、水酸化ナトリウム（０．８ｇ、０．０２モル）及びメタ
ノール（４００ｇ、１２．５ モル）を丸底フラスコに添加した。完全な溶解を確実にす
るために、混合物を、５０℃に加熱し、６０分間攪拌した。メタノール及び水を、蒸留に
よって除去し、結果として得られた固体生成物を恒量まで乾燥させた。その構造がＨＮＭ
Ｒと整合するところの表題の化合物を、１２３－１３１℃の融点を有する白色固体として
得た（８．３ｇ、収率　８３％）。ＨＮＭＲスペクトルは約２：１の比を示した。
　1ＨＮＭＲ（ＣＤ3ＯＤ）：d３．８８（ｔ，１ Ｈ），３．６３（ｓ，２Ｈ），２．８０
（ｓ，４Ｈ），１．7５（ｄ，２Ｈ），１．４２（ｔ，２Ｈ），１．２３（ｓ，６Ｈ），
１．２１（ｓ，６Ｈ），１．２０（ｓ，６Ｈ）．
【００９１】
　実施例２：

【化２２】

　４－ヒドロキシ－１－（２－ヒドロキシ－２－メチルプロポキシ）－２，２，６，６－
テトラメチルピペリジン（５ｇ、０．０２モル）、クエン酸（４．２９ｇ、０．０２モル
）、水（５０ｇ、２．８モル）、水酸化カリウム（１．３３ｇ、０．０２モル）及びメタ
ノール（４００ｇ、１２．５ モル）を丸底フラスコに添加した。完全な溶解を確実にす
るために、混合物を、５０℃に加熱し、６０分間攪拌した。メタノール及び水を、蒸留に
よって除去し、結果として得られた固体生成物を恒量まで乾燥させた。その構造がＨＮＭ
Ｒと整合するところの表題の化合物を、１２４－１３２℃の融点を有する白色固体として
得た（８．４ｇ、収率　８２％）。ＨＮＭＲスペクトルは約３：１の比を示した。
　1ＨＮＭＲ（ＣＤ3ＯＤ）：d３．８８（ｔ，１Ｈ），３．６３（ｓ，２Ｈ），２．７９
（ｑ，４Ｈ），１．７５（ｄ，２Ｈ），１．４２（ｔ，２Ｈ），１．２３（ｓ，６Ｈ），
１．２１（ｓ，６Ｈ），１．２０（ｓ，６Ｈ）．
【００９２】
　実施例３：



(41) JP 5259389 B2 2013.8.7

10

20

30

40

50

【化２３】

　４－ヒドロキシ－１－（２－ヒドロキシ－２－メチルプロポキシ）－２，２，６，６－
テトラメチルピペリジン（５ｇ、０．０２モル）、クエン酸（４．２９ｇ、０．０２モル
）、トリエタノールアミン（３．１ｇ、０．０２モル）及びメタノール（１００ｇ、３．
２モル）を丸底フラスコに添加した。完全な溶解を確実にするために、混合物を、室温で
３０分間攪拌した。メタノールを、蒸留によって除去し、結果として得られた固体生成物
を恒量まで乾燥させた。その構造がＨＮＭＲと整合するところの表題の化合物を、１３３
－１３６℃の融点を有する白色のワックス状固体として得た（９．８ｇ、収率　８０％）
。ＨＮＭＲスペクトルは約１：１：１の比を示した。
　1ＨＮＭＲ（ＣＤ3ＯＤ）：d３．８９（ｔ，６Ｈ），３．８８（ｔ，１Ｈ），３．６３
（ｓ，２Ｈ），３．４１（ｔ，６Ｈ），２．７７（ｑ，４Ｈ），１．７５（ｄ，２Ｈ），
１．４２（ｔ，２Ｈ），１．２３（ｓ，６Ｈ），１．２１（ｓ，６Ｈ），１．２０（ｓ，
６Ｈ）．
　分析
　Ｃ25Ｈ50Ｎ2Ｏ13の計算値：Ｃ、５１．１８；Ｈ、８．５９；Ｎ、４．７７　
　　　　　　　　　実測値：Ｃ、５１．４８；Ｈ、８．７６；Ｎ、４．６１
【００９３】
　実施例４：
【化２４】

　４－ヒドロキシ－１－（２－ヒドロキシ－２－メチルプロポキシ）－２，２，６，６－
テトラメチルピペリジン（５ｇ、０．０２モル）、クエン酸（４．２９ｇ、０．０２モル
）、Ｎ，Ｎ，Ｎ’，Ｎ’－テトラメチルエチレンジアミン（２．３７ｇ、０．０２モル）
及びメタノール（１００ｇ、３．２モル）を丸底フラスコに添加した。完全な溶解を確実
にするために、混合物を、室温で３０分間攪拌した。メタノールを、蒸留によって除去し
、結果として得られた固体生成物を恒量まで乾燥させた。その構造がＨＮＭＲと整合する
ところの表題の化合物を、１１０－１２９℃の融点を有する白色固体として得た（１０．
２ｇ、収率　８８％）。ＨＮＭＲスペクトルは約１：１：１の比を示した。
　1ＨＮＭＲ（ＣＤ3ＯＤ）：d３．８８（ｔ，１Ｈ），３．６３（ｓ，２Ｈ），３．０５
（ｓ，４Ｈ），２．７５（ｑ，４Ｈ），２．６５（ｓ，１２Ｈ），１．７５（ｄ，２Ｈ）
，１．４２（ｔ，２Ｈ），１．２３（ｓ，６Ｈ），１．２１（ｓ，６Ｈ），１．２０（ｓ
，６Ｈ）．
　分析
　Ｃ25Ｈ51Ｎ3Ｏ10の計算値：Ｃ、５４．２３；Ｈ、９．２８；Ｎ、７．５９
　　　　　　　　　　実測値：Ｃ、５３．６１；Ｈ、９．２８；Ｎ，７．０９
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【００９４】
　実施例５：
【化２５】

　４－ヒドロキシ－１－（２－ヒドロキシ－２－メチルプロポキシ）－２，２，６，６－
テトラメチルピペリジン（５ｇ、０．０２モル）、クエン酸（４．２９ｇ、０．０２モル
）、１，４－ジアザビシクロ［２．２．２］オクタン（２．２４ｇ、０．０２モル）及び
メタノール（２００ｇ、６．４モル）を丸底フラスコに添加した。完全な溶解を確実にす
るために、混合物を、室温で３０分間攪拌した。メタノールを、蒸留によって除去し、結
果として得られた固体生成物を恒量まで乾燥させた。その構造がＨＮＭＲと整合するとこ
ろの表題の化合物を、１３２－１３５℃の融点を有する白色の結晶性固体として得た（９
．８ｇ、収率　８５％）。ＨＮＭＲスペクトルは約１：１：１の比を示した。
　1ＨＮＭＲ（ＣＤ3ＯＤ）：d３．８８（ｔ，１Ｈ），３．６３（ｓ，２Ｈ），３．１８
（ｓ，１２Ｈ），３．０５（ｓ，４Ｈ），２．７５（ｑ，４Ｈ），２．６５（ｓ，１２Ｈ
），１．７５（ｄ，２Ｈ），１．４２（ｔ，２Ｈ），１．２３（ｓ，６Ｈ），１．２１（
ｓ，６Ｈ），１．２０（ｓ，６Ｈ）．
【００９５】
　実施例６：
　本発明の化合物を市販のシャンプー配合物に添加し、サンプルが蛍光灯に曝露された場
合のそれらの退色量を減少させる能力について評価した。本発明の化合物（０．３６ｇ）
をメタノール５ｍＬに溶解し、その後、攪拌しながら、シャンプー（スワーブ（登録商標
：Ｓｕａｖｅ）ナチュラル　フレッシュ　マウンテン　ストロベリー　シャンプー）１２
０ｇに添加した。安定化したシャンプー配合物を１５分間攪拌し、２０ｍＬのガラスシン
チレーションバイアルに入れた。これらの配合物を蛍光灯における老化下で、室温におい
て風化させた。曝露前及び曝露後のＣＩＥＬ*ａ*ｂ座標は、Ｘ－ライト　９３８　スペク
トロデンシトメーター（Ｘ－Ｒｉｔｅ　９３８　ｓｐｅｃｔｒｏｄｅｎｓｉｔｏｍｅｔｅ
ｒ）を使用して測定した。変色は、ΔＥ（ＤＥ）として表わした。変色は、式
ＤＥ＝［（ＤＬ*）2＋（Ｄａ*）2＋（Ｄｂ*）2］1/2によって計算されるところのΔＥ（
ＤＥ）によって示した。

【表２】

　本発明に従った化合物は、シャンプー配合物の耐光堅牢性を明らかに改善し得た。
【００９６】
　実施例７：
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　本発明の化合物を市販のシャンプー配合物に添加し、サンプルが蛍光灯に曝露された場
合のそれらの退色量を減少させる能力について評価した。本発明の化合物（０．３６ｇ）
をメタノール５ｍＬに溶解し、その後、攪拌しながら、シャンプー（クレイロール（登録
商標：Ｃｌａｉｒｏｌ）ハーバル　エッセンス　シャンプー）１２０ｇに添加した。安定
化したシャンプー配合物を１５分間攪拌し、２０ｍＬのガラスシンチレーションバイアル
に入れた。これらの配合物を蛍光灯における老化下で、室温において風化させた。曝露前
及び曝露後のＣＩＥＬ*ａ*ｂ座標は、Ｘ－ライト　９３８　スペクトロデンシトメーター
（Ｘ－Ｒｉｔｅ　９３８　ｓｐｅｃｔｒｏｄｅｎｓｉｔｏｍｅｔｅｒ）を使用して測定し
た。変色は、ΔＥ（ＤＥ）として表わした。
【表３】

　化合物Ａは、参照としてここに組み込まれる２００２年５月２日に出願された米国特許
出願第６０／３７７，３８１号の公開公報である国際公開第２００３１０３６２２号パン
フレットに開示された１－オキシル－２，２，６，６－テトラメチル－４－ヒドロキシピ
ペリジンである。
　本発明に従った化合物は、シャンプー配合物の耐光堅牢性を明らかに改善し得た。
【００９７】
　実施例８：
　本発明の化合物を市販のマウスウォッシュ配合物に添加し、サンプルが蛍光灯に曝露さ
れた場合のそれらの退色量を減少させる能力について評価した。本発明の化合物（０．３
６ｇ）をメタノール５ｍＬに溶解し、その後、攪拌しながら、マウスウォッシュ（スコー
プ（登録商標：Ｓｃｏｐｅ）オリジナルミント）１２０ｇに添加した。安定化したマウス
ウォッシュ配合物を１５分間攪拌し、２０ｍＬのガラスシンチレーションバイアルに入れ
た。これらの配合物を蛍光灯における老化下で、室温において風化させた。曝露前及び曝
露後のＣＩＥＬ*ａ*ｂ座標は、Ｘ－ライト　９３８　スペクトロデンシトメーター（Ｘ－
Ｒｉｔｅ　９３８　ｓｐｅｃｔｒｏｄｅｎｓｉｔｏｍｅｔｅｒ）を使用して測定した。変
色は、ΔＥ（ＤＥ）として表わした。
【表４】

　化合物Ａは、参照としてここに組み込まれる２００２年５月２日に出願された米国特許
出願第６０／３７７，３８１号の公開公報である国際公開第２００３１０３６２２号パン
フレットに開示された１－オキシル－２，２，６，６－テトラメチル－４－ヒドロキシピ
ペリジンである。
　本発明に従った化合物は、マウスウォッシュ配合物の耐光堅牢性を明らかに改善し得た
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。
【００９８】
　実施例９：
　本発明の化合物を市販のマウスウォッシュ配合物に添加し、サンプルが蛍光灯に曝露さ
れた場合のそれらの退色量を減少させる能力について評価した。本発明の化合物（０．３
６ｇ）をメタノール５ｍＬに溶解し、その後、攪拌しながら、マウスウォッシュ（リステ
リン（登録商標：Ｌｉｓｔｅｒｉｎｅ）タータ　コントロール　ウィンターミント）１２
０ｇに添加した。安定化したマウスウォッシュ配合物を１５分間攪拌し、２０ｍＬのガラ
スシンチレーションバイアルに入れた。これらの配合物を蛍光灯における老化下で、室温
において風化させた。曝露前及び曝露後のＣＩＥＬ*ａ*ｂ座標は、Ｘ－ライト　９３８　
スペクトロデンシトメーター（Ｘ－Ｒｉｔｅ　９３８　ｓｐｅｃｔｒｏｄｅｎｓｉｔｏｍ
ｅｔｅｒ）を使用して測定した。変色は、ΔＥ（ＤＥ）として表わした。
【表５】

　化合物Ａは、参照としてここに組み込まれる２００２年５月２日に出願された米国特許
出願第６０／３７７，３８１号の公開公報である国際公開第２００３１０３６２２号パン
フレットに開示された１－オキシル－２，２，６，６－テトラメチル－４－ヒドロキシピ
ペリジンである。
　本発明に従った化合物は、マウスウォッシュ配合物の耐光堅牢性を明らかに改善し得た
。
【００９９】
　実施例１０：
　本発明の化合物を市販のシャンプー配合物に添加し、サンプルが蛍光灯に曝露された場
合のそれらの退色量を減少させる能力について評価した。本発明の化合物を、攪拌しなが
らシャンプー配合物中に溶解した。３－（２Ｈ－ベンゾトリアゾリ－２－イル）－４－ヒ
ドロキシ－５－（１－メチルプロピル）－ベンゼンスルホン酸一ナトリウム塩、ベンゾト
リアゾールＵＶ吸収剤をシャンプー配合物に添加した。これらの配合物を蛍光灯下で、室
温において風化させた。曝露前及び曝露後のＣＩＥＬ*ａ*ｂ座標を測定した。変色は、Δ
Ｅ（ＤＥ）によって表わした。本発明に従った化合物は、シャンプー配合物の耐光堅牢性
の改善において、非常に効果的であった。
【０１００】
　実施例１１：
　本発明の化合物を市販のシャンプー配合物に添加し、サンプルが蛍光灯に曝露された場
合のそれらの退色量を減少させる能力について評価した。本発明の化合物を、攪拌しなが
らシャンプー配合物中に溶解した。ｓ－トリアジンＵＶ吸収剤をシャンプー配合物に添加
した。これらの配合物を蛍光灯下で、室温において風化させた。曝露前及び曝露後のＣＩ
ＥＬ*ａ*ｂ座標を測定した。変色は、ΔＥ（ＤＥ）によって表わした。本発明に従った化
合物は、シャンプー配合物の耐光堅牢性の改善において、非常に効果的であった。
【０１０１】
　実施例１２：
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　本発明の化合物を市販のシャンプー配合物に添加し、サンプルが蛍光灯に曝露された場
合のそれらの退色量を減少させる能力について評価した。本発明の化合物を、攪拌しなが
らシャンプー配合物中に溶解した。ベンゾフェノンＵＶ吸収剤をシャンプー配合物に添加
した。これらの配合物を蛍光灯下で、室温において風化させた。曝露前及び曝露後のＣＩ
ＥＬ*ａ*ｂ座標を測定した。変色は、ΔＥ（ＤＥ）によって表わした。本発明に従った化
合物は、シャンプー配合物の耐光堅牢性の改善において、非常に効果的であった。
【０１０２】
　実施例１３：
　本発明の化合物を市販のマウスウォッシュ配合物に添加し、サンプルが蛍光灯に曝露さ
れた場合のそれらの退色量を減少させる能力について評価した。本発明の化合物を、攪拌
しながらマウスウォッシュ配合物中に添加した。３－（２Ｈ－ベンゾトリアゾリ－２－イ
ル）－４－ヒドロキシ－５－（１－メチルプロピル）－ベンゼンスルホン酸一ナトリウム
塩、ベンゾトリアゾールＵＶ吸収剤をマウスウォッシュ配合物に添加した。これらの配合
物を蛍光灯下で、室温において風化させた。曝露前及び曝露後のＣＩＥＬ*ａ*ｂ座標を測
定した。変色は、ΔＥ（ＤＥ）として表わした。本発明に従った化合物は、マウスウォッ
シュ配合物の耐光堅牢性の改善において、非常に効果的であった。
【０１０３】
　実施例１４：
　本発明の化合物を市販のマウスウォッシュ配合物に添加し、サンプルが蛍光灯に曝露さ
れた場合のそれらの退色量を減少させる能力について評価した。本発明の化合物を、攪拌
しながらマウスウォッシュ配合物中に添加した。ｓ－トリアジンＵＶ吸収剤をマウスウォ
ッシュ配合物に添加した。これらの配合物を蛍光灯下で、室温において風化させた。曝露
前及び曝露後のＣＩＥＬ*ａ*ｂ座標を測定した。変色は、ΔＥ（ＤＥ）として表わした。
本発明に従った化合物は、マウスウォッシュ配合物の耐光堅牢性の改善において、非常に
効果的であった。
【０１０４】
　実施例１５：
　本発明の化合物を市販のマウスウォッシュ配合物に添加し、サンプルが蛍光灯に曝露さ
れた場合のそれらの退色量を減少させる能力について評価した。本発明の化合物を、攪拌
しながらマウスウォッシュ配合物中に添加した。ベンゾフェノンＵＶ吸収剤をマウスウォ
ッシュ配合物に添加した。これらの配合物を蛍光灯下で、室温において風化させた。曝露
前及び曝露後のＣＩＥＬ*ａ*ｂ座標を測定した。変色は、ΔＥ（ＤＥ）として表わした。
本発明に従った化合物は、マウスウォッシュ配合物の耐光堅牢性の改善において、非常に
効果的であった。
【０１０５】
　実施例１６：
　水ベースの試験配合物を以下のように調製した：
　ラウレス硫酸ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３０％
（３０％、テクサポン　ＮＳＯ（ＴＥＸＡＰＯＮ　ＮＳＯ）、コグニス）
　コカミドプロピルベタイン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０％
（３０％、デヒトン　Ｋ（ＤＥＨＹＴＯＮ　Ｋ）、コグニス）
　着色剤*　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．００１％
　本発明の安定剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０５％
　クエン酸（１０％水性溶液）　　　　　　　　　　　　　　　ｐＨ６までの量
　脱イオン水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００％までの量
　*着色剤は、プリカラー　ブルー　ＡＢＬ９（ＰＵＲＩＣＯＬＯＲ　ＢＬＵＥ　ＡＢＬ
９）（ＦＤ＆Ｃ　ブルー　Ｎｏ．１）である。
　約２０ｍＬの各水性試験配合物をボロシリケートガラス容器中に置いた。ガラス容器を
アトラス　Ｃｉ－６５　キセノン　アーク　ウェザロメーター（Ａｔｌａｓ　Ｃｉ－６５
　Ｘｅｎｏｎ　ａｒｃ　ＷｅａｔｈｅｒＯｍｅｔｅｒ）（ＡＡＴＣＣ試験法　１６）中で
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曝露した。色の測定をハンター　ウルトラスキャン　ＸＥ　分光光度計（Ｈｕｎｔｅｒ　
Ｕｌｔｒａｓｃａｎ　ＸＥ　ｓｐｅｃｔｒｏｐｈｏｔｏｍｅｔｅｒ）を用いて行った。Δ
Ｌ、ａ及びｂ値は、最初の値と各区間の値の間の差を示す。本発明の安定剤がパーソナル
ケア製品において優れた色安定性を与えることが分かった。
【０１０６】
　実施例１７：
　水ベースの試験配合物を以下のように調製した：
　ラウレス硫酸ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３０％
（３０％、テクサポン　ＮＳＯ（ＴＥＸＡＰＯＮ　ＮＳＯ）、コグニス）
　コカミドプロピルベタイン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０％
（３０％、デヒトン　Ｋ（ＤＥＨＹＴＯＮ　Ｋ）、コグニス）
　着色剤*　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．００１％
　本発明の安定剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０５％
　クエン酸（１０％水性溶液）　　　　　　　　　　　　　　　ｐＨ６までの量
　脱イオン水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００％までの量
　*着色剤は、プリカラー　レッド　ＡＲＥ３３（ＰＵＲＩＣＯＬＯＲ　ＲＥＤ　ＡＲＥ
３３）（ＦＤ＆Ｃ　レッド　Ｎｏ．３３）である。
　約２０ｍＬの各水性試験配合物をボロシリケートガラス容器中に置いた。ガラス容器を
アトラス　Ｃｉ－６５　キセノン　アーク　ウェザロメーター（ＡＡＴＣＣ試験法　１６
、オプションＥ）中で曝露した。色の測定をハンター　ウルトラスキャン　ＸＥ　分光光
度計を用いて行った。ΔＬ、ａ及びｂ値は、最初の値と各区間の値の間の差を示す。本発
明の安定剤がパーソナルケア製品において優れた色安定性を与えることが分かった。
【０１０７】
　実施例１８：
　水ベースの試験配合物を以下のように調製した：
　ラウレス硫酸ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３０％
（３０％、テクサポン　ＮＳＯ（ＴＥＸＡＰＯＮ　ＮＳＯ）、コグニス）
　コカミドプロピルベタイン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０％
（３０％、デヒトン　Ｋ（ＤＥＨＹＴＯＮ　Ｋ）、コグニス）
　着色剤*　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．００１％
　本発明の安定剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０５％
　クエン酸（１０％水性溶液）　　　　　　　　　　　　　　　ｐＨ６までの量
　脱イオン水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００％までの量
　*着色剤は、ＦＤ＆Ｃ　レッド　Ｎｏ．４０（ＦＤ＆Ｃ　ＲＥＤ　Ｎｏ．４０）である
。
　約２０ｍＬの各水性試験配合物をボロシリケートガラス容器中に置いた。ガラス容器を
アトラス　Ｃｉ－６５　キセノン　アーク　ウェザロメーター（ＡＡＴＣＣ試験法　１６
）中で曝露した。色の測定をハンター　ウルトラスキャン　ＸＥ　分光光度計を用いて行
った。ΔＬ、ａ及びｂ値は、最初の値と各区間の値の間の差を示す。本発明の安定剤がパ
ーソナルケア製品において優れた色安定性を与えることが分かった。
【０１０８】
　実施例１９：
　水ベースの試験配合物を以下のように調製した：
　ラウレス硫酸ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３０％
（３０％、テクサポン　ＮＳＯ（ＴＥＸＡＰＯＮ　ＮＳＯ）、コグニス）
　コカミドプロピルベタイン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０％
（３０％、デヒトン　Ｋ（ＤＥＨＹＴＯＮ　Ｋ）、コグニス）
　着色剤*　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．００１％
　本発明の安定剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０５％
　クエン酸（１０％水性溶液）　　　　　　　　　　　　　　　ｐＨ６までの量
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　脱イオン水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００％までの量
　*着色剤は、プリカラー　ブルー　ＡＢＬ９（ＦＤ＆Ｃ　ブルー　Ｎｏ．１）である。
　約２０ｍＬの各水性試験配合物をボロシリケートガラス容器中に置いた。ガラス容器は
また、促進蛍光灯（ａｃｃｅｌｅｒａｔｅｄ　ｆｌｕｏｒｅｓｃｅｎｔ　ｌｉｇｈｔｉｎ
ｇ）（フィリップ社製、４０ワット、デイライト　デラックス（Ｄ６５）、光へ十分な曝
露）に曝露した。色の測定をハンター　ウルトラスキャン　ＸＥ　分光光度計を用いて行
った。ΔＬ、ａ及びｂ値は、最初の値と各区間の値の間の差を示す。本発明の安定剤がパ
ーソナルケア製品において優れた色安定性を与えることが分かった。
【０１０９】
　実施例２０：
　水ベースの試験配合物を以下のように調製した：
　ラウレス硫酸ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３０％
（３０％、テクサポン　ＮＳＯ（ＴＥＸＡＰＯＮ　ＮＳＯ）、コグニス）
　コカミドプロピルベタイン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０％
（３０％、デヒトン　Ｋ（ＤＥＨＹＴＯＮ　Ｋ）、コグニス）
　着色剤*　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．００１％
　本発明の安定剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０５％
　クエン酸（１０％水性溶液）　　　　　　　　　　　　　　　ｐＨ６までの量
　脱イオン水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００％までの量
　*着色剤は、プリカラー　レッド　ＡＲＥ３３（ＦＤ＆Ｃ　レッド　Ｎｏ．３３）であ
る。
　約２０ｍＬの各水性試験配合物をボロシリケートガラス容器中に置いた。ガラス容器は
また、促進蛍光灯（ａｃｃｅｌｅｒａｔｅｄ　ｆｌｕｏｒｅｓｃｅｎｔ　ｌｉｇｈｔｉｎ
ｇ）（フィリップ社製、４０ワット、デイライト　デラックス（Ｄ６５）、光へ十分な曝
露）に曝露した。色の測定をハンター　ウルトラスキャン　ＸＥ　分光光度計を用いて行
った。ΔＬ、ａ及びｂ値は、最初の値と各区間の値の間の差を示す。本発明の安定剤がパ
ーソナルケア製品において優れた色安定性を与えることが分かった。
【０１１０】
　実施例２１：
　水ベースの試験配合物を以下のように調製した：
　ラウレス硫酸ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３０％
（３０％、テクサポン　ＮＳＯ（ＴＥＸＡＰＯＮ　ＮＳＯ）、コグニス）
　コカミドプロピルベタイン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０％
（３０％、デヒトン　Ｋ（ＤＥＨＹＴＯＮ　Ｋ）、コグニス）
　着色剤*　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．００１％
　本発明の安定剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０５％
　クエン酸（１０％水性溶液）　　　　　　　　　　　　　　　ｐＨ６までの量
　脱イオン水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００％までの量
　*着色剤は、ＦＤ＆Ｃ　レッド　Ｎｏ．４０である。
　約２０ｍＬの各水性試験配合物をボロシリケートガラス容器中に置いた。ガラス容器は
また、促進蛍光灯（ａｃｃｅｌｅｒａｔｅｄ　ｆｌｕｏｒｅｓｃｅｎｔ　ｌｉｇｈｔｉｎ
ｇ）（フィリップ社製、４０ワット、デイライト　デラックス（Ｄ６５）、光へ十分な曝
露）に曝露した。色の測定をハンター　ウルトラスキャン　ＸＥ　分光光度計を用いて行
った。ΔＬ、ａ及びｂ値は、最初の値と各区間の値の間の差を示す。本発明の安定剤がパ
ーソナルケア製品において優れた色安定性を与えることが分かった。
【０１１１】
　実施例２２：
　相Ａの成分を、７５－８０℃において１０分間、ホモゲナイザー中で十分に混合した。
同様に、予め７５－８０℃に加熱した水相Ｂをゆっくりと添加し、混合物を１分間均一化
した。混合物を、攪拌しながら４０℃まで冷却し、その後、相Ｃ及びＥを添加し、混合物
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を１分間均一化した。その後、相Ｄを添加し、混合物を３０秒間間均一化し、攪拌しなが
ら室温まで冷却した。
　相　成分　　　　　　　　　　　　　（ｗ／ｗ％）
　Ａ　パッションフラワーオイル　　　８
　　　グリセリルジオレエート　　　　４
　　　ジカプリルエーテル　　　　　　４
　　　イソプロピルイソステアレート　４
　　　本発明の安定剤　　　　　　　　０．０５
　Ｂ　脱塩水　　　　　　　　　　　　１００までの量
　　　ＥＤＴＡ　　　　　　　　　　　０・１
　Ｃ　カルボマー　　　　　　　　　　０．１５
　Ｄ　水酸化ナトリウム　　　　　　　１０％
　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２０
　Ｅ　香料；防腐剤　　　　　　　　　適量
　本発明の安定剤がパーソナルケア製品において優れた色安定性を与えることが分かった
。
【０１１２】
　実施例２３：
　以下の成分を、５０℃において、前記順序で十分に混合し、透明な均一溶液を得た。Ｕ
Ｖ吸収剤は、例えば３－（２Ｈ－ベンゾトリアゾリ－２－イル）－４－ヒドロキシ－５－
（１－メチルプロピル）－ベンゼンスルホン酸一ナトリウム塩であった。
　成分　　　　　　　　　　　　　　　　（ｗ／ｗ％）
　エタノール（９６％）　　　　　　　　６０
　ｄ－リモネン　　　　　　　　　　　　５
　セドレン　　　　　　　　　　　　　　１．５
　シトロネロール　　　　　　　　　　　０．５
　サビン（ｓａｖｉｎ）　　　　　　　　０．５
　本発明の安定剤　　　　　　　　　　　０．０８
　ＵＶ吸収剤　　　　　　　　　　　　　０．１
　Ｓ，Ｓ－ＥＤＤＳ　　　　　　　　　　０．００５
　着色剤（Ｄ＆Ｃ　イエローＮｏ．５）　０．０２
　水　　　　　　　　　　　　　　　　　１００％までの量
　優れた結果が、この化粧水配合物の実施例で達成された。
【０１１３】
　実施例２４：
　まず、ヒドロキシプロピルセルロースを、アルコールの半分に予め溶解させ（ボルテッ
クスミキサー）、アミノメチルプロパノールを充填した。アクリレート樹脂を除く他の成
分をアルコールに溶解させ、この溶液を、攪拌しながらヒドロキシプロピルセルロースに
添加した。その後、アクリレート樹脂を添加し、完全に溶解するまで攪拌した。使用した
ＵＶ吸収剤は、例えば、５－ベンゾイル－４－ヒドロキシ－２－メトキシベンゼンスルホ
ン酸ナトリウム塩であるベンゾフェノン－４である。
　成分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ｗ／ｗ％）
　無水アルコール（９６％）　　　　　　　　　９６．２１
　オクチルアクリルアミド／アクリレート／　　２．５２
ブチルアミノエチルメタクリレートコポリマー
　ヒドロキシプロピルセルロース　　　　　　　０．５１
　アミノメチルプロパノール（９５％）　　　　０．４６
　本発明の安定剤　　　　　　　　　　　　　　０．０５
　ＵＶ吸収剤　　　　　　　　　　　　　　　　０．０５
　香油　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２０
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　優れた結果が、このヘアスタイリングスプレー配合物の実施例で達成された。
【０１１４】
　実施例２５：
　以下に列挙した成分を、それらが完全に溶解するまで、室温において攪拌しながら混合
した。ｐＨは６．５であった。ＵＶ吸収剤は、例えば２－（２－ヒドロキシ－３－ドデシ
ル－５－メチルフェニル）－２Ｈ－ベンゾトリアゾールであった。
　成分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ｗ／ｗ％）
　マイレス硫酸ナトリウム　　　　　　　　　　５０．００
　ＴＥＡアビエトイルコラーゲン加水分解物　　３．５０
　ラウレス－３　　　　　　　　　　　　　　　３．００
　着色剤（Ｄ＆Ｃ　レッド　Ｎｏ．３３）　　　０．２０
　本発明の安定剤　　　　　　　　　　　　　　０．０５
　ＵＶ吸収剤　　　　　　　　　　　　　　　　０．１５
　ホスホノメチルキトサンナトリウム塩　　　　０．０１
　香油　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１０
　水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００までの量
　優れた結果が、この油っぽい毛髪のためのシャンプー組成物の実施例で達成された。
【０１１５】
　実施例２６：
　安定剤を、テルペンに予め溶解した。その後、成分を、均一になるまで、約６５℃にお
いて上記した順序で攪拌した。その後、混合物を室温まで冷却した。
　成分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ｗ／ｗ％）
　合成石鹸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７．８５
（ゼテサプ　８１３（Ｚｅｔｅｓａｐ　８１３））
　グリセロール　　　　　　　　　　　　　　　　　６．００
　アニオン性界面活性剤　　　　　　　　　　　　　２２．００
　（ルモロール４１９２（Ｌｕｍｏｒｏｌ　４１９２）；ムルシファン　ＲＴ　１３（Ｍ
ｕｌｓｉｆａｎ　ＲＴ　１３））
　バセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１１．００
　パラフィン５２／５４　　　　　　　　　　　　　２０．００
　滑石粉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．００
　オレンジテルペン　　　　　　　　　　　　　　　４．００
　本発明の安定剤　　　　　　　　　　　　　　　　０．０２
　水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２７．１３
　優れた結果が、革ドレッシング剤及び洗浄剤組成物の実施例で達成された。
【０１１６】
　実施例２７：
　以下に列挙した組成物を、透明な均一混合物が得られるまで、上記した順序で溶解した
。
　成分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ｗ／ｗ％）
　アニオン性／両性界面活性剤　　　　　　　　　　０．７
（ルモロール　ＲＫ（Ｌｕｍｏｒｏｌ　ＲＫ））
　ブチルグリコール　　　　　　　　　　　　　　　５．０
　イソプロパノール　　　　　　　　　　　　　　　２０．００
　ｄ－リモネン　　　　　　　　　　　　　　　　　４．００
　本発明の安定剤　　　　　　　　　　　　　　　　０．０２
　脱塩水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００までの量
　優れた結果が、このガラス用洗剤配合物の実施例で達成された。
【０１１７】
　実施例２８：
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　本発明の安定剤を、それぞれ、綿の質量に基づき０．０５、０．１、０．２、０．５及
び１．０質量％において染色綿繊維上に沈着させた（水から）。染色繊維は、綿に基づき
０．０５、０．１、０．２及び０．５質量％において以下の染料を含んだ。これは、列挙
した各染料について、６０の別個の配合物をもたらした：
【表６】

　綿繊維に、アトラス　Ｃｉ－６５　キセノン　アーク　ウェザロメーター中で又は促進
蛍光灯により光曝露を受けさせた。本発明の安定剤は、染色繊維に対して顕著な色保護を
与えた。この実施例は、例えば、安定剤含有洗濯洗剤又は繊維柔軟剤を用いた処理を通し
た本発明の安定剤の沈着により達成され得る染料保護をシミュレートした。
【０１１８】
　実施例２９：
　本発明の安定剤及びＵＶ吸収剤、例えば３－（２Ｈ－ベンゾトリアゾリ－２－イル）－
４－ヒドロキシ－５－（１－メチルプロピル）－ベンゼンスルホン酸一ナトリウム塩を、
それぞれ、綿の質量に基づき０．０５、０．１、０．２、０．５及び１．０質量％におい
て染色綿繊維上に沈着させた（水から）。染色繊維は、綿に基づき０．０５、０．１、０
．２及び０．５質量％において以下の染料を含んだ。これは、列挙した各染料について、
６０の別個の配合物をもたらした：

【表７】

　綿繊維に、アトラス　Ｃｉ－６５　キセノン　アーク　ウェザロメーター中で又は促進
蛍光灯により光曝露を受けさせた。本発明の安定剤は、染色繊維に対して顕著な色保護を
与えた。この実施例は、例えば、安定剤含有洗濯洗剤又は繊維柔軟剤を用いた処理を通し
た本発明の安定剤の沈着により達成され得る染料保護をシミュレートした。
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